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今週のキーワード

ナノ粒子応用
医療・エネルギー・材料分野で革新加速

30
件

記事数

11
カ国

対象国

10
倍

がん薬効向上

74
%

MOFコスト減

今週の全30記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
磁気誘導ナノ粒子がん
治療

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
磁気誘導型ナノ粒子でがん治療の薬効を10倍向上、副
作用を70%低減する前臨床研究が発表された。

#02
銀ナノ粒子DNA切断効
率向上

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●
日本の研究者が銀ナノ粒子でDNA切断・再結合効率を
最大5倍に向上させ、遺伝子治療応用に道を開いた。

#03 MOF製造コスト削減 技術報告
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
バーミンガム大学がMOF製造コストを74%削減し、
廃水から鉛を90%除去する環境技術を確立した。

#04
有機半導体励起子輸送
効率向上

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

東京工業大学がプラズモンナノ基板で有機半導体の励
起子輸送効率を2倍に向上させ、高性能デバイス実現
に貢献。

#05 ナノメディシン概観 解説記事
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●○○

○
ナノメディシンがバイオセンサーからがん治療まで、
医療分野でナノ粒子が広範な変革をもたらしている。

#06 ナノ毒性学研究深化 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●○○

○
ナノ毒性学研究がナノ材料の生体適合性評価を深化さ
せ、表面修飾が生体内動態に与える影響を解明した。

#07
QD技術でペロブスカ
イト効率向上

製品発表
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○

UbiQDが量子ドット技術でペロブスカイト太陽電池効
率を21.32%へ向上させ、光子変換率66%を達成した
。

#08
低損失光経路シリコン
チップ

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○

Caltechがゲルマノシリケート導波路でシリコンチッ
プに光ファイバー級の低損失光経路を実現し、量子技
術に貢献。

#09
金属窒化物ナノ結晶製
造法

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○

シカゴ大学とアルゴンヌ国立研究所が金属窒化物ナノ
結晶の製造法を確立し、柔軟な電子機器等へ応用拡大
。

#10
標的型脂質ナノ粒子が
ん治療

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

ルーヴェン大学が固形腫瘍向け標的型脂質ナノ粒子を
開発し、健康組織へのダメージを抑制する成果を発表
。

#11
電気不要建物冷却ナノ
材料

技術報告
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○
スペイン科学者が電気不要の建物冷却ナノ材料を開発
し、表面温度を13℃低減し冷房コストを大幅削減。

#12
Nanobot市場臨床ブレ
ークスルー

市場レポ
ート

●●●●
●

●●○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●○○
○

Nanobot市場が臨床ブレークスルーで急成長、磁気誘
導型薬物送達や変形可能ナノ粒子が注目されている。

#13
心不全標的薬物送達ナ
ノ粒子

学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●○○

○
ナノ粒子が心不全の標的薬物送達に有望であり、線維
症・炎症・遺伝子治療への応用が期待される。

#14
バイオマス由来汚染物
質除去

技術報告
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
バイオマス由来ナノ材料が環境汚染物質の除去で85%
の吸着効率を達成し、グリーンケミストリーを推進。

#15
金ナノ粒子前立腺がん
治療

学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●○○

○

金ナノ粒子が前立腺がん治療に革新をもたらし、標的
薬物送達、光熱療法、マルチモーダルイメージングを
統合。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#16
ナノ粒子療法薬物送達
革新

解説記事
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●○○

○
ナノ粒子療法は薬物送達を革新し、溶解度向上と組織
標的化を実現、既に臨床応用されている。

#17
金ナノ粒子SERSイメ
ージング

技術報告
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

金ナノ粒子SERSイメージングが化学療法薬効果を細
胞レベルでリアルタイム追跡し、セラノスティクスに
貢献。

#18
サムスンQD-OLED大
規模投資

企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
サムスンディスプレイが次世代QD-OLED生産に大規
模投資を発表し、2027年市場支配を目指す。

#19
グラフェニアウェハー
規模生産

企業発表
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
グラフェニアが欧州でウェハー規模グラフェン新生産
施設を発表、半導体・電子部品応用を加速する。

#21 OCSiAl堅調な財務結果 企業戦略
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
OCSiAlが2026年第2四半期の堅調な財務結果を発表し
、CNT応用分野の成長を強調した。

#22
EUナノセルロース資金
提供

政府発表
●○○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

EU委員会が持続可能なナノセルロース研究に新規資金
提供イニシアチブを発表し、バイオベース材料を推進
。

#23
First
Graphene商業化加速

企業発表
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

First Grapheneが年間100トン生産能力で工業用グラ
フェン「PureGRAPH」の商業化を加速、REACH登録
も完了。

#24
米国ナノテク企業資金
調達

市場レポ
ート

●●●○
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●○○
○

米国ナノテクノロジー企業Axoftが脳インプラントで5
500万ドル、Peel Therapeuticsが抗がんナノ粒子で2
000万ドルを資金調達。

#25
ナノテクがバイオテッ
ク再活性化

トレンド
記事

●○○○
○

●●●●
●

●●●●
●

●●○○
○

●●○○
○

ナノテクノロジーがバイオテック分野を再活性化し、
薬剤送達や診断、がん治療に革新をもたらしている。

#26
米国ナノテク資金調達
動向

市場レポ
ート

●○○○
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●○
○

●●○○
○

Acquirezyが米国ナノテクノロジー資金調達・M&A;動
向を報告、NSFが最も活発な投資家として特定された
。

#28
CNT技術で電池性能向
上

製品紹介
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

Black Diamond Structuresが高アスペクト比CNT技
術でリチウムイオン電池と鉛蓄電池の充電速度と寿命
を向上させた。

#29 ナノ毒性学と規制課題 学術論文
●○○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●○○

○
ナノ毒性学は複雑な特性評価と規制の課題に直面しつ
つ、試験プロトコル標準化と3Dモデリングを提唱。

#30
グラフェン品質測定国
際標準

学術論文
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○

マンチェスター大学がグラフェン品質測定の国際標準I
SO/TS
21356-2の基礎となるTEMプロトコルを開発。

#31
米国バッテリーギガフ
ァクトリー

企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○

Forge Nanoがノースカロライナ州に年間3GWhの「
アメリカのバッテリーギガファクトリー」を着工、国
防衛サプライチェーンを強化。

#32
グラフェン防弾システ
ム開発

企業発表
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○
●●○○

○
●○○○

○

Premier Graphene関連会社HGIがNova Grapheneと
合弁事業、高性能グラフェン応用防弾システムを開発
へ。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ ナノメディシンの急速な進展は、自社の材料技術をどう変えるか？
磁気誘導型ナノ粒子によるがん治療（#01）やDNA切断効率向上（#02）など、ナノ粒子を用いた医療応用が加速してい
ます。日本の材料メーカーは、生体適合性、標的特異性、量産性を持つナノ材料開発にどう対応すべきでしょうか？

❷ グラフェン・CNTの量産化と国際標準化は、既存製品の競争力を脅かすか？
グラフェン（#23, #19）やCNT（#21, #28）の工業規模での生産能力が向上し、品質測定の国際標準（#30）も確立
されつつあります。日本の素材・部品メーカーは、これらの高性能ナノ材料を既存製品にどう組み込み、競争優位性を維
持するべきでしょうか？

❸ 米国でのバッテリーギガファクトリー建設は、日本のEV・蓄電戦略にどう影響するか？
Forge Nanoによる米国での年間3GWhバッテリーギガファクトリー着工（#31）は、米国のサプライチェーン強化を目
的としています。日本のEVメーカーや電池材料メーカーは、この地政学的な動きに対し、どのような戦略を立てるべきで
しょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

がん治療 DNA操作

MOFコスト

有機半導体

CNT電池

グラフェン標準

QD太陽電池

米国電池

QD-OLED投資

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● がん治療 機会大 医療材料・DDS開発 —

● DNA操作 機会大 遺伝子治療・合成生物学 —

● MOFコスト 機会大 水処理・環境材料市場 —

● 有機半導体 機会大 有機EL・太陽電池性能 —

● CNT電池 注意 高性能電池材料供給 既存電池の競争激化

● グラフェン標準 注意 高品質材料の市場拡大 品質保証のコスト増

● QD太陽電池 注意 再生エネ効率向上 太陽電池市場の競争激化
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● 米国電池 脅威大 — サプライチェーン再編

● QD-OLED投資 脅威大 — ディスプレイ市場競争激化
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深掘り ① ― CNT技術で電池性能を飛躍的に向上
#28 | 2026/08/15 | Black Diamond Structures | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●○

Black Diamond Structures (BDS)は、高アスペクト比カーボンナノチューブ（CNT）を電池電極材料に統合する独自
の技術を開発しました。これにより、リチウムイオン電池と鉛蓄電池の両方で充電速度と寿命が大幅に向上します。CN
Tを個別に分離・保護し、均一に分散させることで、電極内に効率的な導電経路と機械的補強を提供します。

この技術は、電池の内部抵抗を低減し、充電時の発熱を抑制することで充電速度を向上させます。また、CNTの機械的
補強効果により、充放電サイクル中の電極劣化を抑制し、サイクル寿命を延長します。既存の電池製造プロセスへの適
合性も高く、EV、再生可能エネルギー貯蔵、ポータブル電子機器など幅広い応用が期待されます。

▶ 技術者の視点

BDSのCNT分散技術は、長年の課題であったCNTの凝集問題を解決し、そのポテンシャルを最大限に引
き出す画期的なアプローチです。提示された充電速度向上や寿命延長の数値は非常に魅力的ですが、実
際のEVバッテリーや大型蓄電システムでの長期信頼性やコスト競争力は、今後の大規模実証で評価が必
要です。日本はバッテリー材料分野で強みを持つため、この技術は【機会】と【脅威】の両面を持ちま
す。日本の材料メーカーは、CNTの均一分散技術を自社で開発するか、BDSのような先進企業との提携
を検討すべきです。特に、EV用バッテリーの性能向上は喫緊の課題であり、この技術が日本のバッテリ
ー産業の競争力を左右する可能性があります。

深掘り ② ― グラフェン品質測定の国際標準化
#30 | 2026/08/18 | Facebook (Science Engineering & Technology) | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○
市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●○

マンチェスター大学の研究者が、透過型電子顕微鏡（TEM）を用いたグラフェン品質測定の厳格な新プロトコルを開発
しました。このプロトコルは、2026年発行予定のISO/TS 21356-2国際標準の基礎を形成します。これにより、グラ
フェンシートの層数、欠陥密度、結晶構造といった主要な品質パラメータがナノメートルレベルで高精度に評価可能と
なります。

この標準化は、グラフェン材料の信頼性を飛躍的に高め、サプライヤーとユーザー間の信頼関係を強化します。異なる
サプライヤーからのグラフェン材料の品質を客観的に比較・検証できるようになり、半導体、センサー、複合材料など
広範な産業分野でのグラフェン応用と商業化を強力に促進することが期待されます。

▶ 技術者の視点

グラフェンの「夢の素材」としての期待は大きいものの、品質のばらつきが長年の商業化の障壁でした
。このTEMプロトコルに基づく国際標準化は、その障壁を取り除く決定的な一歩です。これにより、グ
ラフェン材料の品質保証が容易になり、産業界での採用が加速するでしょう。ただし、TEM測定は高度
な専門知識と設備を要するため、中小企業にとっては導入コストが課題となる可能性があります。日本
企業にとっては、高品質グラフェンを安定調達できる【機会】であると同時に、自社製品のグラフェン
品質を国際標準で証明する【脅威】でもあります。日本の材料メーカーは、この標準を早期に理解し、
自社の品質管理体制を強化するとともに、標準化されたグラフェンを用いた新製品開発を加速すべきで
す。
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深掘り ③ ― 磁気誘導型ナノ粒子による革新的がん治療
#01 | 2026/08/20 | Upstate Cancer Center | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●○○

Upstate Cancer Centerの研究者らは、磁気誘導型ナノ粒子を用いた標的がん治療法を開発し、薬物の効果を従来の化
学療法と比較して10倍に高め、副作用を70%削減することに成功しました。このナノ粒子は直径10〜100ナノメート
ルで、磁気特性と表面化学が精密に調整されており、がん細胞への選択的な薬物送達を可能にします。

動物モデルを用いた前臨床試験では、腫瘍内での薬物濃度が大幅に増加し、周辺組織での濃度は著しく低下することが
確認されています。この精密なターゲティングメカニズムが、治療効果の向上と副作用の低減という二重のメリットを
もたらします。固形がん全般に応用可能な汎用性の高いプラットフォームとなることが期待されています。

▶ 技術者の視点

薬効10倍向上、副作用70%低減という数値は、がん治療におけるブレークスルーを示唆しており、非常
にインパクトが大きいです。磁気誘導という物理的アプローチとナノ粒子の生体適合性デザインの組み
合わせは、標的療法の新たな方向性を示しています。ただし、前臨床段階のデータであり、ヒトでの安
全性や有効性、長期的な生体内動態については慎重な評価が必要です。特に、磁場発生装置の小型化や
体内深部への磁場到達、ナノ粒子の生体内分解性や蓄積リスクなどが実用化に向けた未解決課題です。
日本の医療機器メーカーや製薬企業にとっては、この技術は新たな診断・治療薬開発の【機会】であり
、関連するナノ材料やDDS技術への投資を加速させる【アクション】が求められます。

その他の注目記事
東京工業大学が有機半導体の励起子輸送効率を2倍に向上、プラズモンナノ基板で高性能デバイス実現
新規性●●●●● 実用化●○○○○ 市場●●●●○

日本発の基礎研究で有機ELや太陽電池の性能を根本的に改善する可能性。今後の材料開発に注目。

Forge Nanoがノースカロライナ州に年間3GWhの「アメリカのバッテリーギガファクトリー」を着工、米国防衛サプライチェーンを強化
新規性●●○○○ 実用化●●●●○ 市場●●●●●

米国でのバッテリー国産化加速は、日本のEV・蓄電産業にとってサプライチェーン再編の脅威となる。

UbiQD、量子ドット技術でペロブスカイト太陽電池効率を21.32%へ向上、光子変換率66%達成
新規性●●●●○ 実用化●●●●○ 市場●●●●○

量子ドット技術による太陽電池の高効率化は、再生可能エネルギー市場における競争を激化させるだろう。

サムスンディスプレイ、次世代QD-OLED生産に大規模投資で2027年市場支配へ
新規性●●○○○ 実用化●●●●○ 市場●●●●○

サムスンのQD-OLEDへの大規模投資は、日本のディスプレイおよび関連材料メーカーにとって大きな脅威。

バーミンガム大学がMOF製造コストを74%削減、廃水から鉛を90%除去する環境技術を確立
新規性●●●●○ 実用化●●●○○ 市場●●●●○

MOFの製造コスト削減は、水処理や環境修復分野での実用化を加速させ、日本の環境技術企業に機会。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】ナノメディシン分野の最新研究動向（特に標的薬物送達、診断）を調査し、自社技術との連携可能性
を検討。

• 【調達】グラフェン・CNTの国際標準化動向（ISO/TS
21356-2、REACH登録）を把握し、サプライヤー選定基準に反映。

• 【経営企画】米国バッテリーギガファクトリー（#31）の動向を注視し、日本のバッテリーサプライチェーンへ
の短期的な影響を評価。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;/材料開発】高効率有機半導体（#04）、QD太陽電池（#07）、MOF材料（#03）など、次世代ナノ材
料の性能向上技術について、競合他社の動向をベンチマーク。

• 【半導体PKG/EV設計】CNT応用バッテリー（#28）やQD-OLED（#18）のサプライヤー調査を開始し、自社
製品への適用可能性と競争優位性を評価。

• 【R&D;/バイオ】銀ナノ粒子によるDNA操作技術（#02）など、日本発の基礎研究成果を追跡し、遺伝子治療
や合成生物学分野での新規事業機会を探索。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;/事業開発】ナノ毒性学の規制動向（#06,
#29）を注視し、「Safe-by-Design」原則に基づいたナノ材料開発ガイドラインを策定。

• 【経営企画】ナノテクノロジーがもたらす医療、エネルギー、環境分野の長期的な市場変革を予測し、自社の事
業ポートフォリオ戦略を見直す。

• 【R&D;/材料開発】電気不要冷却材料（#11）など、省エネ・環境負荷低減に貢献するナノ材料の基礎研究・
応用開発への投資を検討。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-08-22
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収録記事一覧

#01 Upstate Cancer Centerが磁気誘導型ナノ粒子でがん治療の薬効を10倍向上、副作用を70%低
減

#02 日本の研究者が銀ナノ粒子でDNA切断・再結合効率を最大5倍に向上、遺伝子治療応用に道

#03 バーミンガム大学がMOF製造コストを74%削減、廃水から鉛を90%除去する環境技術を確立

#04 東京工業大学が有機半導体の励起子輸送効率を2倍に向上、プラズモンナノ基板で高性能デバイ
ス実現

#05 ナノメディシン：バイオセンサーからがん治療まで、ナノ粒子が医療を変革

#06 ナノ毒性学研究がナノ材料の生体適合性評価を深化、表面修飾が生体内動態に与える影響を解明

#07 UbiQD、量子ドット技術でペロブスカイト太陽電池効率を21.32%へ向上、光子変換率66%達成

#08 Caltechがゲルマノシリケート導波路でシリコンチップに光ファイバー級の低損失光経路を実
現、量子技術に貢献

#09 シカゴ大学とアルゴンヌ国立研究所が金属窒化物ナノ結晶の製造法を確立、柔軟な電子機器、照
明、医療インプラントへ応用拡大

#10 ルーヴェン大学が固形腫瘍向け標的型脂質ナノ粒子を開発、健康組織へのダメージを抑制

#11 スペイン科学者が電気不要の建物冷却ナノ材料を開発、表面温度を13℃低減し冷房コストを大幅
削減

#12 Nanobot市場が臨床ブレークスルーで急成長：ETHチューリッヒが磁気誘導型薬物送達、UCデ
ービスが変形可能ナノ粒子でNIH助成金獲得

#13 心不全の標的薬物送達にナノ粒子が有望：線維症・炎症・遺伝子治療へ応用

#14 バイオマス由来ナノ材料が環境汚染物質の除去で85%の吸着効率を達成、グリーンケミストリー
推進

#15 金ナノ粒子が前立腺がん治療に革新：標的薬物送達、光熱療法、マルチモーダルイメージングを
統合

#16 ナノ粒子療法：薬物送達を革新し、溶解度向上と組織標的化を実現

#17 金ナノ粒子SERSイメージングが化学療法薬効果を細胞レベルでリアルタイム追跡、セラノステ

ィクスに貢献

#18 サムスンディスプレイ、次世代QD-OLED生産に大規模投資で2027年市場支配へ

#19 グラフェニアが欧州でウェハー規模グラフェン新生産施設を発表、半導体・電子部品応用を加速

#21 OCSiAl、2026年第2四半期は堅調な財務結果、CNT応用分野の成長を強調

#22 EU委員会、持続可能なナノセルロース研究に新規資金提供イニシアチブを発表



#23 First Graphene、年間100トン生産能力で工業用グラフェン「PureGRAPH」の商業化を加速、
欧州・英国でREACH登録完了

#24 米国ナノテクノロジー企業Axoftが超軟性脳インプラントで5500万ドル、Peel Therapeuticsが

抗がんナノ粒子で2000万ドルのシリーズA資金調達

#25 ナノテクノロジーがバイオテック分野を再活性化、薬剤送達や診断、がん治療に革新をもたらす

#26 Acquirezyが米国ナノテクノロジー資金調達・M&A動向を報告、National Science Foundation
が147ラウンドで最も活発な投資家に

#28 Black Diamond Structures、高アスペクト比CNT技術でリチウムイオン電池と鉛蓄電池の充電

速度と寿命を向上

#29 ナノ毒性学、複雑な特性評価と規制の課題に直面しつつ、ナノ材料の安全な応用に向けた試験プ
ロトコル標準化と3Dモデリングを提唱

#30 マンチェスター大学の研究者がグラフェン品質測定の国際標準ISO/TS 21356-2の基礎となる透
過型電子顕微鏡プロトコルを開発

#31 Forge Nanoがノースカロライナ州に年間3GWhの「アメリカのバッテリーギガファクトリー」

を着工、米国防衛サプライチェーンを強化

#32 Premier Graphene関連会社HGIがNova Grapheneと合弁事業、高性能グラフェン応用防弾シス
テムを開発へ



#01 Upstate Cancer Centerが磁気誘導型ナノ粒子でがん
治療の薬効を10倍向上、副作用を70%低減

概要

Upstate Cancer Centerの研究者らは、磁気誘導型ナノ粒子を用いた標的がん治療法を
開発し、薬物の効果を従来の化学療法と比較して10倍に高め、副作用を70%削減する
ことに成功しました。このナノ粒子は、直径10〜100ナノメートルの範囲で、磁気特

性と表面化学が精密に調整されており、がん細胞への選択的な薬物送達を可能にしま
す。この技術は、患者の生活の質を大幅に向上させるとともに、がん治療のパラダイ
ムを変革する可能性を秘めています。

公開日 2026年08月20日  Upstate Cancer Center  アメリカ



詳細

主要成果

Upstate Cancer Centerの研究チームが開発した革新的な磁気誘導型ナノ粒子は、がん治
療の有効性を劇的に向上させつつ、重篤な副作用を大幅に低減する可能性を示していま
す。具体的には、この技術を用いることで、薬物の効果は従来の化学療法と比較して10

倍に高まり、同時に患者が経験する副作用は70%も低減されることが確認されました。
これは、全身に薬が広がるのを防ぎ、健康な組織へのダメージを最小限に抑えるとい
う、がん治療における長年の課題に対する画期的な解決策です。

技術・臨床詳細

このナノ粒子は直径10〜100ナノメートルの範囲で設計されており、非常に微細なレベ
ルで制御された磁気特性と表面化学を持っています。これにより、ナノ粒子は体内の特
定のがん部位に磁力によって誘導され、薬物を直接がん細胞に送達することができま
す。ナノ粒子の表面は、がん細胞に特異的に結合するリガンドで修飾されており、これ
により選択的なターゲティングがさらに強化されます。動物モデルを用いた前臨床試験
では、腫瘍内での薬物濃度が大幅に増加し、周辺組織での濃度は著しく低下することが
確認されています。この精密なターゲティングメカニズムが、治療効果の向上と副作用
の低減という二重のメリットをもたらします。

背景・業界文脈

従来のがん化学療法は、がん細胞だけでなく正常な細胞にもダメージを与え、脱毛、吐
き気、疲労などの深刻な副作用を引き起こすことが問題視されてきました。このため、
薬剤を特定のがん細胞にのみ送達する「標的療法」の研究が長年続けられています。ナ
ノテクノロジーは、その精密な制御性と生体適合性から、この標的療法を実現するため
の最も有望な手段の一つとして注目を集めてきました。本研究の成果は、磁気誘導とい
う物理的アプローチとナノ粒子の生体適合性デザインを組み合わせることで、既存の標
的療法をさらに一歩進めるものです。



今後の展望

この磁気誘導型ナノ粒子技術は、固形がん全般に応用可能な汎用性の高いプラットフォ
ームとなることが期待されます。今後、さらなる前臨床試験を経て、ヒトでの臨床試験
へと移行する予定です。もしこれらの結果がヒトでも再現されれば、がん患者の治療成
績と生活の質の向上に大きく貢献するだけでなく、ナノメディシン分野における新たな
標準を確立する可能性があります。将来的には、診断機能と治療機能を兼ね備えた「セ
ラノスティクス」への応用も視野に入れられており、個別化医療の進展にも寄与するで
しょう。

元記事: https://www.facebook.com/UpstateCancerCenter/posts/what-if-we-could-help-cancer-

medicines-reach-tumors-more-effectively-and-overcom/1542979660963213/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/UpstateCancerCenter/posts/what-if-we-could-help-cancer-medicines-reach-tumors-more-effectively-and-overcom/1542979660963213/
https://www.facebook.com/UpstateCancerCenter/posts/what-if-we-could-help-cancer-medicines-reach-tumors-more-effectively-and-overcom/1542979660963213/


#02 日本の研究者が銀ナノ粒子でDNA切断・再結合効率
を最大5倍に向上、遺伝子治療応用に道

概要

日本の研究者らは、銀ナノ粒子を用いたDNAの切断と再接続の新技術を開発し、従来
の制限酵素法に比べてDNAアセンブリ効率を2〜5倍向上させることに成功しました。
この方法では、銀ナノ粒子が特定の条件下でDNAを非常に正確に切断し、95°Cという

高温下で最大100%近い切断効率を達成します。この画期的な成果は、遺伝子治療やが
んワクチン、高度な作物開発など、大規模なDNA配列構築が必要な分野に大きな影響
を与えると期待されます。

公開日 2026年08月16日  名古屋大学 / ScienceDaily  日本



詳細

主要成果

日本の研究チームが開発した新たな手法は、銀ナノ粒子を用いることでDNAの切断と再
接続の効率を大幅に向上させ、従来の制限酵素を用いた方法と比較して2〜5倍の改善を
実現しました。この技術は、遺伝子治療やがんワクチンの開発、さらには高度な作物エ
ンジニアリングといった、大規模なDNA配列の構築が不可欠な分野において、プロセス
を大幅に簡素化し、効率を高めるものです。

技術・臨床詳細

この技術の核心は、銀ナノ粒子が特定の条件下でDNAを極めて高精度に切断できる点に
あります。研究では、95°Cという高温環境下で、銀ナノ粒子がDNA鎖をほぼ100%の効
率で切断できることが示されました。これは、DNAの結合エネルギーを局所的に操作す
ることで、配列特異的な切断を可能にするメカニズムに基づいています。従来の制限酵
素は特定の認識配列に依存するため、切断部位の柔軟性に限界がありましたが、銀ナノ
粒子はより広い範囲の配列に対応できる可能性を秘めています。切断されたDNA断片
は、その後、効率的に再接続され、複雑なDNA構造の迅速なアセンブリを可能にしま
す。

背景・業界文脈

DNAの切断と再接続は、分子生物学、バイオテクノロジー、遺伝子工学の基礎となる技
術です。これまで、制限酵素がこの目的のために広く利用されてきましたが、その配列
特異性や反応条件には制約がありました。より効率的かつ柔軟なDNA操作技術の需要
は、ゲノム編集の進展、合成生物学の勃興、そしてテーラーメイド医療の実現に向けた
研究加速に伴い、高まっています。特に、精密なDNA操作を必要とする次世代の遺伝子
治療やワクチン開発においては、この種の技術革新がブレークスルーの鍵となります。



今後の展望

銀ナノ粒子を用いたこの技術は、実験室レベルでのDNA合成および改変プロセスを劇的
に加速させるだけでなく、新たなDNAベースの材料やデバイスの開発にも応用される可
能性があります。特に、複数のDNA断片を迅速かつ効率的に結合させて機能的な遺伝子
回路を構築する合成生物学の分野で、その価値は計り知れません。将来的には、より低
コストで高スループットなゲノムエンジニアリングツールの開発につながり、生命科学
研究と産業応用の両面で広範な影響を与えることが期待されます。

元記事: https://www.sciencedaily.com/releases/2026/08/260816044842.htm

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.sciencedaily.com/releases/2026/08/260816044842.htm


#03 バーミンガム大学がMOF製造コストを74%削減、廃
水から鉛を90%除去する環境技術を確立

概要

バーミンガム大学の科学者らは、廃水中の重金属を除去する金属有機構造体（MOF）

の製造プロセスを大幅に効率化し、電力消費を74%削減、生産コストを約19ドル/グラ
ムから5ドル/グラム強へと引き下げました。この改良されたMOFは、溶液から鉛をわ

ずか1時間で90%以上除去する高い吸着能力を維持しています。この画期的な成果は、
水処理プラントの運用コスト削減と環境負荷低減に大きく貢献し、特許も申請済みで
す。

公開日 2026年08月20日  University of Birmingham / Green Chemistry (Environment + Energy

Leader)  イギリス



詳細

主要成果

バーミンガム大学の研究者たちは、廃水から重金属を効率的に除去する金属有機構造体
（MOF）の製造プロセスにおいて、画期的な進歩を達成しました。新しい製造法は、凍
結乾燥技術の導入により、使用可能なMOF材料の回収量を3倍以上に増加させ、電力消
費を約74%削減、さらに生産コストを1グラムあたり約19ドルから5ドル強にまで大幅に
引き下げました。これにより、MOFの産業利用が現実的なものとなり、同時に環境修復
への道が大きく開かれました。この技術はすでに特許出願されており、商業化に向けた
準備が進んでいます。

技術・臨床詳細

開発されたMOFは、水中の鉛イオンに対して非常に高い吸着能力を示し、溶液中から鉛
をわずか1時間で90%以上除去できることが確認されています。この高い除去効率は、
MOFの調整可能な多孔性構造と、重金属イオンと強く相互作用する配位子に由来しま
す。新しい製造プロセスでは、従来の溶媒ベースの合成法に比べて環境負荷が低いグリ
ーンケミストリーの原則が採用されています。特に、凍結乾燥プロセスの最適化によ
り、材料の物理的完全性を維持しつつ、エネルギー集約的な乾燥工程を大幅に削減する
ことに成功しました。この結果、MOFの生産におけるコストとエネルギーの両面で顕著
な改善が実現しました。

背景・業界文脈

重金属汚染は、世界中の水資源にとって深刻な脅威であり、人間の健康と生態系に甚大
な影響を及ぼしています。従来の水処理技術は、高コストであったり、効率が低かった
り、二次汚染を引き起こしたりする課題を抱えていました。MOFは、その高い比表面積
と調整可能な化学的性質により、水中の汚染物質除去において非常に有望な材料として
注目されてきましたが、製造コストの高さがその普及を妨げる主要な要因でした。今回
のバーミンガム大学の成果は、このコスト障壁を大きく下げるものであり、MOFベース
の水処理技術の実用化を加速させるものとして業界から大きな期待が寄せられていま
す。



今後の展望

この環境に優しいMOF製造技術と優れた性能を持つ材料は、水処理産業に革命をもたら
す可能性を秘めています。より安価で持続可能なMOFの生産が可能になることで、重金
属汚染だけでなく、有機汚染物質や医薬品などの多様な水質汚染問題への適用が期待さ
れます。また、この技術は、MOFを触媒、ガス貯蔵、センサーなどの他の分野での利用
を拡大するための基盤ともなり得ます。商業パートナーシップの確立と、大規模プラン
トでの実証試験が次の重要なステップとなるでしょう。

元記事: https://environmentenergyleader.com/stories/greener-mof-processing-cuts-costs-for-water-

treatment-plants,137438

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://environmentenergyleader.com/stories/greener-mof-processing-cuts-costs-for-water-treatment-plants,137438
https://environmentenergyleader.com/stories/greener-mof-processing-cuts-costs-for-water-treatment-plants,137438


#04 東京工業大学が有機半導体の励起子輸送効率を2倍に
向上、プラズモンナノ基板で高性能デバイス実現

概要

東京工業大学の研究者らは、分子自己組織化ナノファイバーとプラズモニック金ナノ
ホールアレイ基板を組み合わせることで、有機半導体中の励起子輸送効率を飛躍的に
向上させました。この新技術により、励起子の拡散長が数百ナノメートルに達し、拡

散係数は従来の2倍に向上することが確認されました。この成果は、有機エレクトロニ
クスデバイス、特に太陽電池や有機LEDの性能を根本的に改善する可能性を秘めていま
す。

公開日 2026年08月19日  Institute of Science Tokyo / EurekAlert!  日本



詳細

主要成果

東京工業大学の研究チームは、有機半導体材料における励起子輸送効率を画期的に向上
させる新しいハイブリッドシステムを開発しました。このシステムは、アントラセンベ
ースの自己組織化ナノファイバーとプラズモニック金ナノホールアレイ基板を組み合わ
せたもので、励起子（光エネルギーを運ぶ準粒子）の拡散長を数百ナノメートルにまで
伸ばし、その拡散係数を従来の有機半導体材料と比較して2倍に高めることに成功しま
した。この成果は、高性能な有機エレクトロニクスデバイスの開発に大きく貢献するも
のです。

技術・臨床詳細

研究チームは、まずアントラセン誘導体分子を自己組織化させ、数ナノメートル幅の精
密なナノファイバー構造を形成しました。このナノファイバーは、励起子の生成と輸送
に適した分子配列を持っています。次に、このナノファイバーを、ナノメートルスケー
ルの穴が周期的に配置された金製のプラズモニック基板上に配置しました。金ナノホー
ルアレイは、表面プラズモン共鳴効果により、ナノファイバー内部の励起子と効率的に
相互作用します。この結合により、ナノファイバー内で生成された励起子が、より長い
距離を失われることなく移動し、拡散速度が加速されることが理論的および実験的に示
されました。この「プラズモン強化型励起子輸送」は、有機半導体の根本的な限界を克
服するものです。

背景・業界文脈

有機半導体は、その柔軟性、軽量性、低コストな製造プロセスから、次世代のエレクト
ロニクス材料として大きな期待が寄せられています。しかし、有機半導体材料の大きな
課題の一つは、励起子の拡散長が比較的短く（通常は数ナノメートルから数十ナノメー
トル）、光エネルギーを効率的に電流に変換できないことでした。このため、有機太陽
電池や有機LEDなどのデバイス性能は、無機半導体と比較して劣る傾向にありました。
今回の研究は、この励起子輸送のボトルネックを克服し、有機エレクトロニクスが直面
していた主要な技術的課題に根本的な解決策を提示するものです。



今後の展望

この革新的なハイブリッドシステムは、有機太陽電池の光電変換効率の劇的な向上や、
有機LEDの発光効率の改善に直接つながる可能性があります。また、高性能な有機セン
サーや光検出器、さらには光通信デバイスなど、幅広い有機フォトニクス応用への道を
開きます。特に、可視光だけでなく、より広範囲のスペクトルに対応できる可能性も秘
めており、新しいタイプのエネルギーハーベスティングデバイスや量子技術への応用も
期待されます。この技術は、持続可能な社会の実現に向けた次世代エレクトロニクス材
料開発において、重要な一歩となるでしょう。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1140668

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1140668


#05 ナノメディシン：バイオセンサーからがん治療まで、
ナノ粒子が医療を変革

概要

ナノメディシンは、1〜100ナノメートルの微細な材料とデバイスを医療に応用する技
術であり、疾患の予防、診断、治療に革新をもたらしています。特に、バイオセンサ
ー、標的薬物送達システム、効果的なワクチン、先進的な遺伝子治療、そして精密な

がん治療のためのナノカプセルの開発が進んでいます。これらのナノ粒子は体内で効
率的に循環し、細胞内に侵入することで、臓器、腫瘍、病変組織の高度な画像化を可
能にし、早期診断と個別化医療の実現に貢献しています。

公開日 2026年08月14日  Britannica  アメリカ



詳細

主要成果

ナノメディシン分野は、1から100ナノメートルのスケールで設計された材料とデバイス
を活用し、病気の予防、診断、治療において目覚ましい進歩を遂げています。特に注目
されているのは、生体分子を高感度で検出するバイオセンサー、薬剤を特定部位に効率
的に届ける標的薬物送達システム、より効果的な作用機序を持つワクチン、革新的な遺
伝子治療、そして精密ながん治療のためのナノカプセルの開発です。これらの技術は、
従来の医療手法では困難だった課題を克服し、より効果的で副作用の少ない治療法を提
供する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

ナノ粒子は、その極めて小さなサイズにより、血管の微細な隙間を通過し、体内の様々
なバリアを越えて細胞内へと到達することが可能です。この特性は、薬剤の生体利用効
率を向上させ、全身毒性を最小限に抑えながら治療効果を最大化するために利用されま
す。例えば、がん治療においては、ナノ粒子に抗がん剤を封入し、がん細胞に特異的な
標的リガンドを付加することで、薬剤を腫瘍に直接送達することができます。また、ナ
ノ粒子は造影剤として機能し、MRIやCT、蛍光イメージングといった多様なモダリティ
で、臓器、病変組織、特に初期段階の腫瘍を高解像度で画像化することを可能にしま
す。これにより、疾患の早期発見と治療介入が期待されます。

背景・業界文脈

ナノテクノロジーは21世紀の最先端科学技術として急速に発展しており、その医療分野
への応用は「ナノメディシン」として確立されました。従来の医薬品開発では、薬剤の
溶解性、安定性、体内動態、そして標的特異性の欠如が大きな課題でした。ナノメディ
シンは、これらの課題をナノスケールで克服するためのプラットフォームを提供しま
す。世界中の政府機関、学術機関、製薬企業がこの分野に多額の投資を行い、多くのナ
ノ医薬品が臨床試験段階にあり、一部はすでに市場に導入されています。この動向は、
個別化医療と精密医療の実現に向けたグローバルな動きと密接に連携しています。



今後の展望

ナノメディシンの今後の展望は非常に広範です。現在進行中の研究では、人工知能
（AI）や機械学習と組み合わせることで、疾患のバイオマーカーをより高精度に検出
し、治療効果を予測する「スマートナノデバイス」の開発が進んでいます。また、再生
医療分野では、ナノ構造体が細胞の増殖や分化を誘導する足場材料として利用され、組
織修復や臓器再生への応用が期待されています。将来的には、自己組み立て型のナノロ
ボットが体内を巡り、疾患を自律的に診断・治療するような、SFのような世界が現実と
なる可能性も秘めています。ナノメディシンは、医療の未来を形作る上で不可欠な技術
であり続けるでしょう。

元記事: https://www.britannica.com/science/nanomedicine

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.britannica.com/science/nanomedicine


#06 ナノ毒性学研究がナノ材料の生体適合性評価を深化、
表面修飾が生体内動態に与える影響を解明

概要

ナノ毒性学は、工学ナノ構造およびナノデバイスの安全性評価に特化した新たな学際
分野として進化しており、ナノ材料への曝露経路（吸入、摂取、皮膚吸収、注射）に
応じた評価が重要視されています。特に、ナノ粒子の生体適合性に関する研究では、

その表面化学と生体内での表面修飾が、内皮細胞への取り込みや全身の生体内動態に
顕著な影響を与えることが明らかにされました。この理解は、安全で効果的なナノメ
ディシンおよびナノ材料の開発に不可欠です。

公開日 2026年08月13日  PubMed (ResearchGate)  アメリカ



詳細

主要成果

ナノ毒性学分野の最新の研究により、工学的に設計されたナノ構造やナノデバイスの安
全性評価が大きく進展しています。特に、ナノ粒子の表面化学とその生体内での修飾
が、生体システムとの相互作用、具体的には内皮細胞への取り込みと全身循環における
動態に深く影響することが明らかになりました。この知見は、ナノ材料が体内でどのよ
うに挙動し、潜在的にどのような毒性を示すかを予測し、より安全なナノテクノロジー
製品を設計するための基礎を提供します。

技術・臨床詳細

研究では、様々な種類のナノ材料（例: 炭素系材料、nZVIナノ粒子）がモデルシステム
で評価されました。生体適合性研究では、ナノ粒子のサイズ、形状、そして特に表面の
電荷や官能基が、細胞膜との相互作用や細胞内取り込みに決定的な役割を果たすことが
示されています。例えば、特定の表面修飾を施したナノ粒子は、血流中で生体分子（例:

血漿タンパク質）と相互作用し、「プロテインクラウン」を形成します。このプロテイ
ンクラウンの組成が、ナノ粒子の細胞への認識、クリアランス、そして最終的な生体内
分布を左右することが強調されています。また、ミトコンドリアへの分布や酸化ストレ
ス誘導といった、細胞レベルでの影響も詳細に調査されています。

背景・業界文脈

ナノテクノロジーの急速な発展に伴い、医療、環境、産業分野でのナノ材料の応用が拡
大しています。しかし、ナノスケールの材料が従来のバルク材料とは異なるユニークな
物理化学的特性を持つため、ヒトの健康と環境に対する潜在的なリスクが懸念されてい
ます。ナノ毒性学は、これらの懸念に対処するために登場した学際的な科学分野であ
り、ナノ材料の安全性プロファイルを体系的に評価することを目的としています。規制
当局や産業界は、ナノ製品の承認と消費者への受容性を確保するために、ナノ毒性学的
なデータの必要性を強く認識しています。



今後の展望

ナノ毒性学研究の進展は、次世代のナノメディシン開発において極めて重要です。ナノ
材料の安全性をより正確に予測し、毒性リスクを低減するための設計原則を確立するこ
とで、治療効果を最大化し、副作用を最小限に抑えた医薬品の創出が可能になります。
また、環境分野においても、ナノ材料を用いた水処理や汚染物質除去技術の安全性評価
に貢献します。今後は、標準化された試験プロトコルの開発、より洗練されたインビト
ロ・インビボモデルの構築、そしてAIと機械学習を活用した毒性予測ツールの導入が、
この分野のさらなる発展を加速させるでしょう。

元記事:

https://www.researchgate.net/publication/7742707_Nanotoxicology_An_Emerging_Discipline_Evolving_from_St

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.researchgate.net/publication/7742707_Nanotoxicology_An_Emerging_Discipline_Evolving_from_Studies_of_Ultrafine_Particles


#07 UbiQD、量子ドット技術でペロブスカイト太陽電池効
率を21.32%へ向上、光子変換率66%達成

概要

UbiQDの量子ドット（QD）技術が、ペロブスカイト太陽電池（PSC）のエネルギー変
換効率を最大21.32%に劇的に向上させ、光子変換率を潜在的に66%まで高めることが
示されました。このブレークスルーは、コロイド中のパルスレーザー照射法（PLIC）

を用いて、ペロブスカイト層の欠陥を修復し、電荷輸送を強化することで達成されま
した。この革新的なアプローチは、太陽エネルギー分野におけるPSCの実用性を大き
く加速させると期待されています。

公開日 2026年08月13日  UbiQD (Facebook: The MES Times)  アメリカ



詳細

主要成果

UbiQD社は、同社の量子ドット（QD）技術が、次世代のペロブスカイト太陽電池
（PSC）の効率を劇的に向上させることを発表しました。具体的には、QDベースのPSC
は最大21.32%という高いエネルギー変換効率を達成し、さらに光子変換率は最大で66%

に達する可能性があると報告されています。この技術的飛躍は、太陽光発電のコスト効
率と性能を根本的に変革する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

この革新的な効率向上は、「コロイド中のパルスレーザー照射法（PLIC）」という独自
の手法によって実現されました。PLICは、2〜10ナノメートルの量子ドットをペロブス
カイト材料に組み込む際に、ペロブスカイト層に存在する結晶欠陥を効果的に修復し、
同時に電荷輸送経路を最適化する機能を持っています。量子ドット自体は、吸収した光
子のエネルギーを、通常の半導体では利用されにくい高エネルギーキャリアに変換する
アップコンバージョン特性や、吸収した光子1個から複数の電子-正孔ペアを生成する多
重励起子生成（MEG）効果により、理論的な効率限界を引き上げる能力があります。
PLIC技術は、これらの量子ドットの特性を最大限に引き出し、PSC全体の性能を向上さ
せる鍵となります。

背景・業界文脈

ペロブスカイト太陽電池は、シリコン太陽電池に匹敵する、あるいはそれ以上の高効率
を低コストで実現できる可能性から、太陽光発電業界で最も注目されている技術の一つ
です。しかし、安定性の問題や、製造における欠陥が効率を低下させるという課題があ
りました。UbiQDの量子ドット技術は、これらの課題に対し、特に効率の面で具体的な
解決策を提供します。この進歩は、再生可能エネルギーへの移行を加速させる上で重要
な意味を持ち、太陽光発電の普及をさらに促進するでしょう。



今後の展望

この量子ドット技術の導入は、PSCの商業化を加速させ、既存の太陽光発電モジュール
製造ラインへの統合を容易にする可能性があります。高いエネルギー変換効率と潜在的
なコスト削減は、より広範な市場でのPSCの競争力を高めます。UbiQDは、この技術を
さらに発展させ、量子ドット太陽電池の安定性と長期性能を向上させることに注力して
いくと考えられます。将来的には、建築統合型太陽光発電（BIPV）や柔軟な太陽電池、
さらには宇宙用途など、多様な応用分野での展開が期待されます。

元記事: https://www.facebook.com/ubiqd/posts/looking-to-push-module-performance-further-without-

retooling-your-manufacturing-/1645880583665839/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/ubiqd/posts/looking-to-push-module-performance-further-without-retooling-your-manufacturing-/1645880583665839/
https://www.facebook.com/ubiqd/posts/looking-to-push-module-performance-further-without-retooling-your-manufacturing-/1645880583665839/


#08 Caltechがゲルマノシリケート導波路でシリコンチッ
プに光ファイバー級の低損失光経路を実現、量子技術に貢
献

概要

カリフォルニア工科大学の科学者らは、ナノスケールのゲルマノシリケート導波路を

用いることで、シリコンチップ上に超低損失の光経路を開発し、可視光域で光ファイ
バーに匹敵する効率を達成しました。このブレークスルーは、レーザー、原子センサ
ー、量子システム、およびエネルギー効率の高いデータセンターといった幅広い分野

に革命をもたらす可能性を秘めています。シリコンフォトニクスの性能を大幅に向上
させるもので、次世代の光集積回路の基盤となります。

公開日 2026年08月17日  ScienceDaily (Caltech)  アメリカ



詳細

主要成果

カリフォルニア工科大学（Caltech）の科学者チームは、シリコンチップ上に超低損失
の光経路を構築する画期的な技術を開発しました。ナノスケールで設計されたゲルマノ
シリケート導波路を用いることで、可視光波長において光ファイバーに匹敵する極めて
高い効率での光伝送を実現しました。この技術は、シリコンフォトニクスにおける長年
の課題であった光損失の問題を克服し、次世代の光集積回路（PIC）の性能を飛躍的に
向上させるものです。

技術・臨床詳細

開発されたゲルマノシリケート導波路は、シリコン基板上に特殊な化学気相成長
（CVD）法を用いて作製されます。この材料は、可視光域で極めて低い光吸収と散乱特
性を持ち、ナノメートルスケールの構造制御により、光信号を非常に効率的に伝播させ
ることができます。研究チームは、この導波路を螺旋状に成形することで、チップ上の
限られた空間内で光路長を最大化しつつ、損失を最小限に抑えることに成功しました。
従来のシリコン導波路は、可視光域での光損失が大きく、性能が制限されていました
が、ゲルマノシリケートの採用と精密なナノファブリケーション技術の組み合わせによ
り、この障壁が取り除かれました。

背景・業界文脈

シリコンフォトニクスは、光信号を用いて情報を処理・伝送する技術であり、高速かつ
エネルギー効率の高いデータ通信やセンサーの実現に不可欠です。しかし、既存のシリ
コンプラットフォームは、主に近赤外光に最適化されており、より広範なアプリケーシ
ョンで利用される可視光域での性能は限定的でした。特に、レーザー、原子センサー、
量子コンピューティングなどの分野では、可視光での低損失な光経路が強く求められて
いました。今回のCaltechのブレークスルーは、この技術的ギャップを埋め、シリコン
フォトニクスがより多様な光技術分野へ進出するための基盤を築くものです。



今後の展望

この超低損失ゲルマノシリケート導波路技術は、様々な革新的な応用を可能にします。
より強力で安定したレーザーの実現、小型化された高精度原子センサーや原子時計の開
発、そして量子ビット間の長距離・高忠実度な光学的相互作用を可能にする量子システ
ムへの統合が期待されます。また、データセンターにおける光インターコネクトのエネ
ルギー効率を大幅に改善し、消費電力の削減にも貢献するでしょう。将来的には、光集
積回路がAIチップや高性能コンピューティングのボトルネックを解消し、情報技術のさ
らなる進化を加速させる中核技術となる可能性を秘めています。

元記事: https://www.sciencedaily.com/releases/2026/08/260814235905.htm

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.sciencedaily.com/releases/2026/08/260814235905.htm


#09 シカゴ大学とアルゴンヌ国立研究所が金属窒化物ナノ
結晶の製造法を確立、柔軟な電子機器、照明、医療インプ
ラントへ応用拡大

概要

シカゴ大学とアルゴンヌ国立研究所の化学者らは、金属窒化物からナノ結晶を製造す

る新手法を発見しました。この技術は、柔軟な電子機器、高効率照明、生体適合性医
療インプラントなど、幅広い分野でのブレークスルーを可能にします。フロリダ大学
の研究チームは、カチオン交換反応を用いて、サブ3ナノメートルスケールで原子レベ

ルの精度を持つ半導体ナノクラスターの合成に成功し、光学特性の精密な調整を可能
にしました。

公開日 2026年08月14日  University of Chicago (Facebook)  アメリカ



詳細

主要成果

シカゴ大学とアルゴンヌ国立研究所の共同研究チームは、これまで困難とされてきた金
属窒化物からナノ結晶を製造する革新的な手法を開発しました。この技術は、柔軟な電
子機器、高効率な次世代照明、そして生体適合性の高い医療インプラントといった、多
様な先端技術分野に新たな可能性を拓くものです。特に、この方法により、ナノ結晶の
サイズ、形状、組成を精密に制御することが可能となり、特定の用途に合わせた材料設
計が実現します。

技術・臨床詳細

この金属窒化物ナノ結晶の合成法は、高温・高圧下の反応条件を最適化し、結晶成長プ
ロセスを原子レベルで制御することに焦点を当てています。これにより、従来の合成法
では実現が困難だった、欠陥の少ない均一なナノ結晶構造が得られます。さらに、レポ
ートではフロリダ大学の研究についても触れられており、カチオン交換反応を利用し
て、3ナノメートル以下の極小スケールで原子レベルの精度を持つ半導体ナノクラスタ
ーを合成する手法が開発されたと報告されています。これにより、量子サイズ効果を利
用した光学的特性（例えば、発光波長や吸収スペクトル）を極めて精密に調整できるよ
うになりました。また、ライステクノロジーとバークレーラボの研究も紹介されてお
り、それぞれボロンナイトライドナノチューブ（BNNTs）の液晶相形成と、多層2Dナノ
シートの自己組織化技術に取り組んでいます。これらの技術は、ナノ材料の機能性と加
工性を飛躍的に向上させるものです。

背景・業界文脈

ナノ結晶は、そのユニークな量子サイズ効果により、従来のバルク材料では得られない
優れた光学的、電子的、熱的特性を発揮します。しかし、特に金属窒化物などの特殊な
材料系においては、高純度で構造欠陥の少ないナノ結晶を、高い再現性で大規模に合成
することは大きな課題でした。この課題が、ナノ結晶の実用化と産業応用を阻む要因と
なっていました。今回の研究成果は、これらの合成上の障壁を乗り越えるものであり、
次世代の材料科学およびエンジニアリング分野における大きなマイルストーンとなりま
す。



今後の展望

今回開発された金属窒化物ナノ結晶は、その堅牢性と多様な機能性から、非常に幅広い
応用が期待されます。柔軟なディスプレイやウェアラブルデバイス向けの高性能半導
体、省エネルギーで長寿命な量子ドットLED照明、さらには生体適合性を活かした診断
薬や治療薬のデリバリーシステム、そして生体センサーといった医療インプラントへの
統合も視野に入っています。原子レベルで制御されたナノクラスターの合成技術は、量
子情報科学やフォトニクス分野での新たな材料開発を加速させるでしょう。これらの進
歩は、材料科学だけでなく、電子工学、医学、エネルギー分野の革新を推進し、より高
度で持続可能な社会の実現に貢献するものです。

元記事: https://www.facebook.com/uchicago/posts/nanocrystals-just-got-a-makeover-uchicago-and-

argonne-national-laboratory-chemis/1473001824859111/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/uchicago/posts/nanocrystals-just-got-a-makeover-uchicago-and-argonne-national-laboratory-chemis/1473001824859111/
https://www.facebook.com/uchicago/posts/nanocrystals-just-got-a-makeover-uchicago-and-argonne-national-laboratory-chemis/1473001824859111/


#10 ルーヴェン大学が固形腫瘍向け標的型脂質ナノ粒子を
開発、健康組織へのダメージを抑制

概要

ルーヴェン大学のベルギーの研究者らは、固形腫瘍に特異的に標的を絞った化学療法
薬を運ぶ脂質ナノ粒子を開発しました。この革新的な設計により、薬剤が悪性細胞上
の特定のタンパク質マーカーにのみ結合し、周囲の健康な組織への毒性作用を完全に

防ぐことができます。この技術は、がん治療における副作用の軽減と治療効果の最大
化という長年の課題に対する有望な解決策を提供します。大学レポートでは、東京大
学システムとの比較で、がん部位での薬剤濃度が10倍高まり、副作用が最小限に抑え

られると報告されています。

公開日 2026年08月16日  ルーヴェン大学 (Facebook)  ベルギー



詳細

主要成果

ベルギーのルーヴェン大学の研究者チームが、固形腫瘍の治療を目的とした画期的な標
的型脂質ナノ粒子（LNP）を開発しました。このLNPは、化学療法薬をがん細胞に直接
送達し、健康な細胞へのダメージを完全に回避するように設計されています。この進歩
により、がん治療の有効性を高めつつ、患者の生活の質を著しく改善する可能性が開か
れました。特に、このシステムは、悪性細胞表面の特定のタンパク質マーカーにのみ結
合するように精密に設計されています。

技術・臨床詳細

開発された脂質ナノ粒子は、内部に化学療法薬を効率的に封入し、外部にはがん細胞特
異的なリガンドを提示する特殊な構造を持っています。このリガンドは、がん細胞の表
面に過剰発現しているタンパク質マーカーを認識し、強固に結合することで、薬剤を腫
瘍部位に選択的に集中させます。レポートでは、同種のナノ粒子システムを開発してい
る東京大学の研究との比較も示唆されており、東京大学のシステムではがん部位での薬
剤濃度が他の組織よりも10倍高くなり、全身性の副作用が最小限に抑えられると報告さ
れています。これは、治療指数を大幅に向上させることを意味します。薬剤が健康な細
胞に取り込まれないため、従来の化学療法で見られた消化器系の問題や免疫抑制といっ
た重篤な副作用を避けることができます。

背景・業界文脈

固形腫瘍は、その複雑な微小環境と薬剤が到達しにくいという特性から、標的療法開発
における大きな課題でした。従来の化学療法薬は、その強力な細胞毒性ゆえに、がん細
胞だけでなく正常な細胞にもダメージを与え、患者の身体に大きな負担をかけていまし
た。このため、薬剤を腫瘍部位にのみ集中させるための精密な薬物送達システムの開発
が、がん研究の最前線で行われてきました。脂質ナノ粒子は、その生体適合性、生分解
性、そして様々な薬剤を封入できる能力から、標的型薬物送達の有望なキャリアとして
注目を集めています。今回のルーヴェン大学の成果は、この分野における重要なマイル
ストーンとなります。



今後の展望

この標的型脂質ナノ粒子技術は、固形腫瘍の治療成績を大きく向上させるだけでなく、
がん治療の個別化をさらに進めるための基盤となるでしょう。今後は、多岐にわたる固
形腫瘍タイプに対する有効性の検証、長期的な安全性プロファイルの評価、そしてヒト
での臨床試験へと段階的に移行していく予定です。この技術が臨床応用されれば、現在
の化学療法の限界を克服し、より効果的で患者に優しいがん治療の未来を切り拓くこと
が期待されます。また、がん以外の疾患、例えば炎症性疾患や自己免疫疾患における標
的型薬物送達への応用可能性も探られるでしょう。

元記事: https://www.facebook.com/groups/3227689050868500/posts/4034517463518984/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/groups/3227689050868500/posts/4034517463518984/


#11 スペイン科学者が電気不要の建物冷却ナノ材料を開
発、表面温度を13℃低減し冷房コストを大幅削減

概要

スペインのCSIC研究センターの科学者らが、電力なしで建物の表面温度を10℃以上冷
却できる革新的なナノ材料を開発しました。マドリードでの実証試験では、この材料
をコーティングした表面が未コーティングの表面よりも13℃涼しく保たれることが確

認されました。この複合材料は、建物、屋根、電子機器、自動車など幅広い応用が可
能であり、空調システムに関連するエネルギー消費と排出量を大幅に削減する可能性
を秘めています。

公開日 2026年08月17日  The Olive Press  スペイン



詳細

主要成果

スペインのCSIC研究センターの研究者チームが、電気を一切使用せずに建物の表面温度
を10℃以上冷却できる画期的なナノ材料を開発しました。マドリードで行われた実証試
験では、この材料をコーティングした表面が、未コーティングの同条件下にある表面と
比較して、最大13℃も低い温度を維持することが実証されました。この革新的な受動冷
却技術は、エネルギー消費の削減と、地球温暖化対策に大きく貢献する可能性を秘めて
います。

技術・臨床詳細

開発されたナノ材料は、複数の層からなる複合材料であり、日射を強力に反射すると同
時に、熱を大気中に効率的に放射する性質を併せ持っています。具体的には、特定の波
長の光（特に近赤外線）をほぼ完全に反射し、同時に大気の窓と呼ばれる波長域（8〜
13マイクロメートル）で熱を放射することで、コーティングされた物体を周囲の空気温
度よりも低温に保ちます。この放射冷却メカニズムは、電力供給を必要としないため、
メンテナンスフリーで持続可能な冷却ソリューションを提供します。材料のナノ構造
は、特定の光学的特性を精密に制御するために設計されており、一般的な塗料のように
簡単に塗布できる形態での開発が進められています。

背景・業界文脈

地球温暖化とエネルギー価格の高騰は、建築物における空調システムの電力消費を増大
させる主要因となっています。特に夏季の電力需要はピークに達し、多くの地域で電力
不足や温室効果ガス排出量の増加を招いています。従来の冷却技術は、エアコンのよう
に電力集約型であり、その普及が環境問題の一因ともなっていました。このため、電力
を使わずに建物を冷却できる受動冷却材料の研究開発が世界中で活発に行われていま
す。今回のスペインの研究は、この分野における最も有望な成果の一つであり、既存の
冷却技術の限界を打破し、持続可能な建築物の実現に向けた重要な一歩となります。



今後の展望

この電気不要冷却ナノ材料は、その幅広い応用可能性から、非常に大きな市場ポテンシ
ャルを秘めています。建物や住宅の屋根や外壁への塗布はもちろん、自動車の表面、電
子機器の冷却、さらには太陽光発電パネルの効率向上など、熱管理が課題となるあらゆ
る分野での利用が期待されます。この技術が広く普及すれば、都市部のヒートアイラン
ド現象の緩和、大規模な電力消費の削減、ひいては二酸化炭素排出量の劇的な減少に貢
献し、持続可能な社会の実現に大きく寄与するでしょう。商業化に向けた大規模生産技
術の確立と、様々な気候条件下での長期的な性能評価が次の焦点となります。

元記事: https://www.theolivepress.es/spain-news/2026/08/17/spanish-scientists-develop-material-to-

cool-buildings-without-electricity/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.theolivepress.es/spain-news/2026/08/17/spanish-scientists-develop-material-to-cool-buildings-without-electricity/
https://www.theolivepress.es/spain-news/2026/08/17/spanish-scientists-develop-material-to-cool-buildings-without-electricity/


#12 Nanobot市場が臨床ブレークスルーで急成長：ETHチ
ューリッヒが磁気誘導型薬物送達、UCデービスが変形可
能ナノ粒子でNIH助成金獲得

概要

ナノボット市場は、画期的な臨床的ブレークスルーにより急成長を遂げています。

ETHチューリッヒの研究者らは、磁気誘導型のマイクロロボット薬物送達プラットフ
ォームを開発し、生理学的条件下での精密なナビゲーションを可能にしました。ま
た、カリフォルニア大学デービス校の科学者らは、腫瘍部位でナノファイバーネット

ワークに変形する「スマート」な変形可能ナノ粒子に関する研究で、NIHから310万ド
ルの助成金を獲得しました。これらの進展は、標的療法、診断、再生医療におけるナ
ノテクノロジーの可能性を大きく広げています。

公開日 2026年08月19日  Nanobot Market Insider (NextMSC)  アメリカ



詳細

主要成果

ナノボット市場は、最近の臨床的および技術的ブレークスルーにより、顕著な成長を遂
げています。特に、ETHチューリッヒが開発した磁気誘導型マイクロロボット薬物送達
プラットフォームは、生体内の複雑な環境下で薬剤を精密に標的部位へ運ぶ能力を示し
ました。同時に、カリフォルニア大学デービス校の研究チームは、がん治療を革新する
可能性を秘めた「スマート」な変形可能ナノ粒子に関する研究で、国立衛生研究所
（NIH）から310万ドルの大型助成金を獲得しました。これらの成果は、ナノテクノロ
ジーが医療の未来において果たす役割を強調しています。

技術・臨床詳細

ETHチューリッヒの磁気誘導型マイクロロボットは、ゼラチンをカプセル化した微小ロ
ボットであり、外部の磁場によって体内を自由にナビゲートできます。このプラットフ
ォームは、脳卒中やがんなどの疾患における局所的かつ標的型治療のための精密な薬物
送達を可能にします。一方、UCデービスの研究する変形可能ナノ粒子は、注射後、腫
瘍部位などの特定の生体環境に到達すると、形状を変化させてナノファイバーネットワ
ークを形成する能力を持っています。このネットワークは、薬剤の保持と放出を制御
し、腫瘍内での薬剤濃度を長期的に維持することで、治療効果を最大化し、全身性の副
作用を最小限に抑えることを目指しています。NIHからの助成金は、この変形可能ナノ
粒子の開発と前臨床試験をさらに加速させるものです。

背景・業界文脈

精密医療の進展に伴い、従来の全身治療が抱える副作用や効率性の課題を克服するた
め、ナノスケールでの治療介入への期待が高まっています。ナノボットやスマートナノ
粒子は、薬剤を病変部位にピンポイントで送達したり、病変の診断・治療を同時に行っ
たりする「セラノスティクス」の実現に向けた有力な候補です。米国では、国家ナノテ
クノロジーイニシアチブ（NNI）が2026年度の予算で14.5億ドルの研究開発資金を要求
するなど、政府レベルでのナノテクノロジーへの投資も活発化しており、この分野の急
速な発展を後押ししています。



今後の展望

これらの臨床的ブレークスルーは、ナノロボティクスおよびナノメディシン分野におけ
る新たな治療法の開発を加速させるでしょう。磁気誘導型マイクロロボットは、血管内
治療や局所治療が困難な部位へのアクセスを可能にし、低侵襲治療の選択肢を広げま
す。変形可能ナノ粒子は、ドラッグデリバリーシステム（DDS）の効率と安全性におい
て新たな標準を確立する可能性を秘めています。今後、これらの技術が臨床試験を通じ
てヒトでの有効性と安全性が確認されれば、がん、神経変性疾患、心血管疾患など、幅
広い疾患に対する治療法を根本的に変革する潜在力を持ちます。また、NNIのような政
府からの継続的な資金提供は、基礎研究から応用開発、そして最終的な商業化までの道
のりをさらに短縮することが期待されます。

元記事: https://www.nextmsc.com/news/nanobot-market-surges-on-clinical-breakthroughs

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nextmsc.com/news/nanobot-market-surges-on-clinical-breakthroughs


#13 心不全の標的薬物送達にナノ粒子が有望：線維症・炎
症・遺伝子治療へ応用

概要

ナノ粒子ベースのアプローチは、心不全の治療において標的薬物送達を強化する有望
な戦略として注目されています。このレビューでは、脂質ベースおよびポリマーベー
スのナノ粒子プラットフォームが、TGF-β媒介性線維症、IL-1βおよびTNF-α駆動性炎

症、活性酸素種媒介性損傷といった心不全の主要な病態生理学的側面に対応するため
に利用可能であることを示しています。具体的には、ピルフェニドンを搭載したミセ
ル型ナノ粒子がマウスモデルで線維症を軽減する効果や、カルシウムリン酸ナノ粒子

を介したmicroRNA-133aの送達が心筋細胞の保護に寄与する可能性が強調されていま
す。これにより、遺伝子およびmRNAベースの治療法を含む、より効果的な再生戦略
への道が開かれます。

公開日 2026年08月14日  Circulation (AHA Journals)  アメリカ



詳細

主要成果

心不全治療における薬物送達を革新する有望な戦略として、ナノ粒子ベースのアプロー
チが注目されています。最新のレビューでは、脂質ベースおよびポリマーベースのナノ
粒子システムが、心不全の主要な病態生理学的経路、すなわちTGF-β媒介性線維症、IL-

1βおよびTNF-α駆動性炎症、活性酸素種媒介性損傷、さらには再生戦略、遺伝子および
mRNAベースの治療法を標的とすることの有効性が強調されています。これにより、治
療効果の最大化と副作用の最小化が期待されます。

技術・臨床詳細

このレビューでは、多様なナノ粒子プラットフォームが検討されています。脂質ベース
のナノ粒子（リポソームやミセル）は、生体適合性が高く、疎水性および親水性薬剤の
双方を効率的に封入できるため、心筋線維症治療薬であるピルフェニドンを搭載したミ
セル型ナノ粒子がマウスモデルで線維症の有意な軽減を示した例が挙げられています。
また、ポリマーベースのナノ粒子は、薬剤の徐放性や刺激応答性送達を可能にし、炎症
性サイトカインを標的とする薬剤や抗酸化物質の送達に適しています。遺伝子および
mRNAベースの治療においては、カルシウムリン酸ナノ粒子がmicroRNA-133aを心臓組
織に送達し、心筋保護効果を発揮する可能性が示唆されています。これらのナノ粒子
は、そのサイズ（通常1〜100ナノメートル）、表面電荷、およびリガンド修飾により、
特定の心臓細胞や病変組織への標的化が可能です。

背景・業界文脈

心不全は、世界中で患者数が増加している主要な公衆衛生上の課題であり、高い死亡率
と有病率を伴います。既存の治療法は症状の管理には役立つものの、疾患の進行を完全
に阻止したり、失われた心筋機能を再生したりすることは困難です。心臓は複雑な臓器
であり、薬剤が標的細胞に効率的に到達することが困難であるため、薬物送達の最適化
が長年の課題でした。ナノテクノロジーは、薬剤の溶解性を改善し、血中循環時間を延
長し、病変部位への標的送達を可能にすることで、この課題を克服する可能性を秘めて
います。これは、個別化医療と精密医療の進展に合致するものです。



今後の展望

ナノ粒子技術は、心不全の診断と治療の両面で革新的な可能性を秘めています。将来の
研究は、これらのナノ粒子プラットフォームの安定性、生体適合性、およびスケーラブ
ルな製造プロセスの改善に焦点を当てるでしょう。特に、RNA干渉（RNAi）療法、遺伝
子編集、心筋細胞再生を目的とした幹細胞治療など、最先端の生物学的治療薬を心臓に
効率的に送達するツールとしての役割が期待されます。また、心臓の炎症、線維化、虚
血といった特定の病態を非侵襲的に監視するための診断用ナノセンサーの開発も進むと
考えられます。これにより、心不全患者の治療選択肢が拡大し、予後の改善に大きく貢
献することが期待されます。

元記事: https://www.ahajournals.org/doi/10.1161/CIRCHEARTFAILURE.125.014109

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ahajournals.org/doi/10.1161/CIRCHEARTFAILURE.125.014109


#14 バイオマス由来ナノ材料が環境汚染物質の除去で85%
の吸着効率を達成、グリーンケミストリー推進

概要

バイオマス由来ナノ材料が、環境汚染物質の除去において持続可能で高効率な代替手
段として浮上しています。これらのナノ材料は、高表面積、優れた触媒効率、および
生体適合性といったナノスケール特性を活かし、金属、染料、殺虫剤などの汚染物質

の吸着、触媒分解、レドックス相互作用を強化します。特に、殺虫剤の除去に関する
研究では、最適条件下で最大85%の吸着効率が示されており、グリーンケミストリー
と環境修復技術の発展に大きく貢献する可能性を秘めています。

公開日 2026年08月14日  AZoNano  イギリス



詳細

主要成果

バイオマスから派生したナノ材料が、環境汚染物質の除去において、持続可能かつ高効
率な新しいソリューションとして大きな注目を集めています。これらのナノ材料は、そ
のユニークなナノスケール特性、特に高い比表面積、優れた触媒効率、そして生体適合
性により、重金属、有機染料、殺虫剤といった多様な汚染物質の吸着、触媒分解、レド
ックス相互作用を劇的に強化します。特定の殺虫剤除去に関する研究では、最適化され
た条件下で最大85%という高い吸着効率を達成しました。

技術・臨床詳細

バイオマス由来ナノ材料は、農業廃棄物（例: 植物残渣、木材チップ）や微生物バイオ
マスなどの豊富で再生可能な資源から合成されます。これらのナノ材料は、炭素ベース
のナノ粒子、セルロースナノクリスタル、バイオポリマーナノコンポジットなど多岐に
わたります。合成プロセスには、グリーンケミストリーの原則が組み込まれており、有
害な化学物質の使用を最小限に抑え、エネルギー消費を低減します。ナノ材料の多孔質
構造と豊富な表面官能基（例: ヒドロキシル基、カルボキシル基）は、汚染物質との強
い吸着相互作用を可能にします。また、一部のバイオマス由来ナノ材料は、光触媒やナ
ノザイムとして機能し、汚染物質を無害な化合物に分解する能力も持っています。85%

の吸着効率は、特定の殺虫剤であるパラチオンメチルに対する研究で報告されており、
これは既存技術と比較しても非常に競争力のある数値です。

背景・業界文脈

世界的な産業化と人口増加に伴い、水、土壌、大気中の汚染物質は深刻な環境問題とな
っています。従来の汚染物質除去技術には、高コスト、低効率、二次汚染の発生といっ
た課題がありました。これらの課題を克服するため、環境に優しく、経済的で、高性能
な新しい材料への需要が高まっています。ナノ材料は、その優れた物理化学的特性か
ら、環境修復のための強力なツールとして認識されていますが、その合成に大量のエネ
ルギーや有毒な試薬を必要とすることがしばしば問題視されてきました。バイオマス由
来ナノ材料は、再生可能な資源を利用し、グリーンな合成経路を提供することで、これ
らの懸念に対処し、持続可能な環境ソリューションへの道を拓きます。



今後の展望

バイオマス由来ナノ材料は、環境修復だけでなく、エネルギー貯蔵、センサー、生物医
学分野など、多様な分野での応用が期待されています。特に環境分野では、飲料水の浄
化、産業廃水の処理、土壌の修復、大気汚染の制御など、幅広いアプリケーションでそ
の能力を発揮するでしょう。今後、これらの材料の製造プロセスのさらなる最適化、大
規模生産技術の開発、そして実環境条件下での長期的な性能と安全性の評価が焦点とな
ります。この技術が広く普及すれば、地球規模の汚染問題解決に大きく貢献し、よりク
リーンで健康的な未来の実現に寄与するでしょう。

元記事: https://www.azonano.com/news.aspx?newsID=41797

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.azonano.com/news.aspx?newsID=41797


#15 金ナノ粒子が前立腺がん治療に革新：標的薬物送達、
光熱療法、マルチモーダルイメージングを統合

概要

金ナノ粒子（AuNP）が、その調整可能なサイズ、形状、表面プラズモン共鳴（SPR）
特性、および高表面積対体積比により、前立腺がん治療において標的薬物送達、薬物
負荷の向上、生体利用効率の改善に有望なナノプラットフォームとして浮上していま

す。特に、直径約40〜60 nmのナノ粒子が前立腺がん細胞において最も高い細胞内取
り込み率を示すことが報告されており、これにより腫瘍への選択的な薬剤集中が可能
となります。AuNPは、光熱療法（PTT）、放射線増感、およびマルチモーダルイメー

ジングも統合でき、個別化された高精度な治療法の開発に貢献します。

公開日 2026年08月18日  MDPI  スイス



詳細

主要成果

金ナノ粒子（AuNP）は、そのユニークな物理化学的特性により、前立腺がんの治療に
おいて多機能なナノプラットフォームとして大きな可能性を秘めていることが明らかに
なりました。AuNPは、そのサイズ、形状、表面プラズモン共鳴（SPR）特性、および高
い表面積対体積比を精密に調整できるため、標的薬物送達、薬剤の搭載能力の向上、そ
して生体内での薬剤の生体利用効率の改善に貢献します。特に、直径約40〜60 nmの
AuNPが、前立腺がん細胞において最も効率的な細胞内取り込みを示すことが報告され
ており、これは治療効果の最大化にとって極めて重要です。

技術・臨床詳細

AuNPのこれらの利点は、主にその優れた生体適合性、容易な表面化学修飾、および光
学的特性に由来します。AuNPの表面は、葉酸、抗体、ペプチドなどの様々な標的リガ
ンドで修飾することができ、これにより前立腺がん細胞に特異的に薬剤を送達する「能
動的ターゲティング」が実現します。リガンド修飾されたAuNPは、がん細胞表面に過
剰発現している受容体に結合し、受容体介在性エンドサイトーシスを通じて細胞内に効
率的に取り込まれます。細胞内に取り込まれたAuNPは、薬剤を腫瘍内部で放出するだ
けでなく、近赤外線レーザーと組み合わせることで、がん細胞を熱で破壊する光熱療法
（PTT）としても機能します。さらに、放射線療法と組み合わせた放射線増感効果や、
CT、MRI、光音響イメージングなどのマルチモーダルイメージングにおける造影剤とし
ての利用も期待されており、診断と治療を一体化したセラノスティクスアプローチの実
現に貢献します。

背景・業界文脈

前立腺がんは、男性において最も一般的ながんの一つであり、早期発見と効果的な治療
が求められています。しかし、進行性前立腺がんに対する既存の治療法は、しばしば全
身性の副作用を伴い、再発リスクも存在します。このため、より低侵襲で、かつ標的特
異性の高い治療法の開発が急務となっています。ナノメディシンは、その精密な薬剤送
達能力と多機能性により、がん治療のパラダイムを変革する有望なアプローチとして注
目されており、AuNPはその中でも特に研究が活発な材料の一つです。



今後の展望

金ナノ粒子を用いた前立腺がん治療は、現在、前臨床段階から初期臨床段階へと進展し
ています。今後、AuNPの長期的な生体内安全性、生体分解性、そして大規模生産に向
けたスケーラビリティの評価が重要となります。この技術が臨床応用に至れば、前立腺
がん患者に対して、従来の治療法よりも優れた効果と少ない副作用を伴う、個別化され
た精密な治療法を提供する可能性があります。将来的には、様々な種類のがんや他の疾
患に対するナノキャリアとしてのAuNPの応用も探求されるでしょう。

元記事: https://www.mdpi.com/1424-8247/19/8/1273

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/1424-8247/19/8/1273


#16 ナノ粒子療法：薬物送達を革新し、溶解度向上と組織
標的化を実現

概要

ナノ粒子療法は、特定の治療法ではなく、薬物送達を根本的に改善するアプローチと
して、医療分野で広く活用されています。この技術は、薬剤の溶解度を高め、血中循
環時間を延長し、さらには特定の組織や細胞への標的送達を支援することを主な目的

としています。現在、脂質ベースの化学療法薬、一部のワクチン、および鉄補充製品
など、いくつかのナノ粒子ベースの薬剤がすでに承認され、臨床で使用されていま
す。これにより、既存薬の有効性と安全性が向上し、新しい治療法の開発が加速して

います。

公開日 2026年08月17日  Acibadem Hospitals Group  トルコ



詳細

主要成果

ナノ粒子療法は、個別の疾患を直接治療する単一の治療法ではなく、薬剤の送達方法そ
のものを革新するプラットフォーム技術として医療分野で広く採用されています。この
アプローチの主要な成果は、薬剤の溶解度を劇的に向上させ、血中での安定性を高めて
循環時間を延長し、さらに薬剤を特定の組織や細胞に効率的に標的送達する能力にあり
ます。これにより、既存の薬剤の有効性が最大化され、同時にオフターゲット効果によ
る副作用が最小限に抑えられます。

技術・臨床詳細

ナノ粒子は、通常1から100ナノメートルの範囲のサイズを持ち、リポソーム、ポリマー
ナノ粒子、ミセル、ナノ結晶など、多様な形態が存在します。これらのキャリアは、そ
の物理化学的特性（サイズ、形状、表面電荷、表面修飾）を調整することで、体内でど
のように分布し、代謝されるかを制御できます。例えば、ポリエチレングリコール
（PEG）で表面を修飾したナノ粒子は、免疫系からの認識を回避し、血中循環時間を延
長することで、薬剤が標的部位に到達する機会を増やします。現在、臨床で承認されて
いるナノ粒子ベースの薬剤としては、リポソームに封入されたドキソルビシン（乳がん
治療）、PEG化されたフィルグラスチム（好中球減少症治療）、そして一部のmRNAワ
クチン（SARS-CoV-2ワクチン）に用いられる脂質ナノ粒子（LNP）などが挙げられま
す。これらの製品は、薬剤の治療指数（有効性と安全性のバランス）を向上させること
に成功しています。

背景・業界文脈

従来の薬剤開発では、多くの有望な化合物が、水溶性の低さ、体内での不安定性、全身
投与による毒性などの理由で臨床応用に至りませんでした。これらの課題を克服するた
め、製薬業界は、薬剤を効率的かつ安全に送達する新しい方法を模索してきました。ナ
ノテクノロジーは、その精密な制御性と生体適合性から、この「ドラッグデリバリーシ
ステム（DDS）」の分野において最も有望な技術の一つとして浮上しました。ナノ粒子
療法は、既存薬の再利用（ドラッグリポジショニング）を可能にし、新薬開発のコスト
と時間を削減する可能性も秘めています。



今後の展望

ナノ粒子療法は、その多機能性と高いカスタマイズ性により、今後も医療分野での応用
範囲を拡大していくと予想されます。現在、がん治療におけるより精密な標的化、神経
変性疾患における血液脳関門の突破、遺伝子治療やRNA治療における核酸の細胞内送達
など、様々な疾患領域で活発な研究が進められています。また、診断と治療を一体化し
た「セラノスティクス」の実現にも、ナノ粒子は不可欠な役割を果たすでしょう。将来
的には、患者一人ひとりの特性に合わせた個別化医療の実現を加速させ、より効果的で
安全な治療オプションを広く提供することが期待されます。

元記事: https://acibademinternational.com/health-library/nanoparticle-therapy-how-it-works-results-

and-what-to-expect/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://acibademinternational.com/health-library/nanoparticle-therapy-how-it-works-results-and-what-to-expect/
https://acibademinternational.com/health-library/nanoparticle-therapy-how-it-works-results-and-what-to-expect/


#17 金ナノ粒子SERSイメージングが化学療法薬効果を細
胞レベルでリアルタイム追跡、セラノスティクスに貢献

概要

研究者らは、球状および中空の金ナノ粒子を基盤とした表面増強ラマン散乱（SERS）
プラットフォームを開発し、がん細胞における化学療法薬（パクリタキセル）の作用
と薬物放出をリアルタイムでラベルフリー分子イメージング可能にしました。この革

新的な技術は、治療効果の早期評価を可能にする診断ツールとして機能し、がん治療
における個別化医療の進展に貢献するセラノスティックツールとして大きな可能性を
秘めています。薬剤の細胞内動態を非侵襲的に監視できるため、治療戦略の最適化に

役立ちます。

公開日 2026年08月14日  Spectroscopy Online  アメリカ



詳細

主要成果

研究者たちは、金ナノ粒子を利用した表面増強ラマン散乱（SERS）プラットフォームを
開発し、がん細胞内での化学療法薬の効果と薬物放出を、リアルタイムかつラベルフリ
ーで分子レベルで追跡することに成功しました。この革新的な技術は、球状および中空
の金ナノ粒子を基盤としており、抗がん剤であるパクリタキセルの細胞内動態を非侵襲
的に可視化することを可能にします。これにより、治療効果を早期に評価し、個別化さ
れたがん治療戦略を最適化するための強力なセラノスティックツールが提供されます。

技術・臨床詳細

SERSは、ラマン散乱信号がナノ構造化された金属表面（この場合は金ナノ粒子）の近傍
で劇的に増強される現象を利用した高感度分析技術です。研究チームは、まず金ナノ粒
子（球状および中空）を合成し、その表面特性を最適化してSERS信号増強を最大化しま
した。これらのナノ粒子は、がん細胞に取り込まれた後、化学療法薬であるパクリタキ
セルと細胞内の生体分子との相互作用によって生じるラマンスペクトル変化を検出しま
す。SERSのスペクトル指紋は、薬剤の存在、濃度、および細胞内の分布に関する詳細な
情報を提供し、薬剤がターゲット分子に結合するプロセスや細胞内で放出される
kinetics をリアルタイムで監視することができます。特に中空の金ナノ粒子は、より広
い内部空間を持つため、追加の薬剤搭載や異なるSERSレポーター分子の封入による多機
能化の可能性も秘めています。

背景・業界文脈

がん治療において、化学療法薬の有効性を早期かつ正確に評価することは、治療戦略の
調整と患者の予後改善のために不可欠です。しかし、既存の評価方法の多くは侵襲的で
あったり、リアルタイムでの情報提供が難しかったりする課題を抱えていました。薬剤
の細胞内動態、特に腫瘍細胞内での薬物放出と作用メカニズムを直接的に可視化する技
術は、薬剤の作用機序の解明、新しい抗がん剤の開発、そして患者ごとの治療応答予測
に極めて重要です。SERS技術とナノ粒子の組み合わせは、これらの課題を克服し、高感
度かつ非侵襲的な分子イメージングを実現する有望なアプローチとして注目されていま
す。



今後の展望

この金ナノ粒子SERSイメージングプラットフォームは、がん診断と治療の分野に大きな
影響を与える可能性があります。将来の研究では、この技術を他の抗がん剤や疾患モデ
ルにも応用し、さらに生体内（in vivo）でのリアルタイムイメージング能力の向上を目
指すでしょう。また、SERS信号をさらに増強するためのナノ粒子デザインの最適化や、
複数の薬剤を同時に追跡できるマルチプレックスイメージング機能の開発も進められる
と予想されます。このセラノスティックツールは、個別化された精密ながん治療の実現
を加速させ、治療効果の最大化と副作用の最小化に貢献する革新的なソリューションと
なるでしょう。

元記事: https://www.spectroscopyonline.com/view/tracking-chemotherapy-drug-effects-at-the-cellular-

level

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.spectroscopyonline.com/view/tracking-chemotherapy-drug-effects-at-the-cellular-level
https://www.spectroscopyonline.com/view/tracking-chemotherapy-drug-effects-at-the-cellular-level


#18 サムスンディスプレイ、次世代QD-OLED生産に大規
模投資で2027年市場支配へ

概要

サムスンディスプレイが、次世代QD-OLEDの生産能力拡充に向けた大規模な戦略的投
資を発表しました。この投資は、2027年までにQD-OLED市場での圧倒的な優位性を確
立することを目標としています。量子ドット技術を核とする高性能ディスプレイの供

給体制を強化し、急速に成長するプレミアムディスプレイ市場における競争力を決定
づける動きです。この取り組みは、テレビやモニターなどの大型ディスプレイ分野に
おける技術革新と市場シェア拡大に直結すると見られています。

公開日 2026年08月15日  Display Tech News  韓国



詳細

主要成果

サムスンディスプレイは、次世代量子ドット有機EL（QD-OLED）パネルの生産ライン
に、大規模な戦略的投資を実施すると発表しました。この投資は、2027年までに世界的
なQD-OLED市場において圧倒的な市場支配力を確立することを目的としており、ディ
スプレイ業界の技術革新と市場構造に大きな影響を与えることが確実視されています。

技術・臨床詳細

今回の投資は、既存の生産ラインの最適化に加え、新たな製造設備の導入と研究開発へ
の増強を含みます。次世代QD-OLEDは、従来のOLEDと比較して色純度、輝度、広視野
角性能がさらに向上することが期待されており、特にHDRコンテンツの表示において優
れた性能を発揮するとされています。具体的な生産能力の増強数値は未公表ですが、市
場アナリストは、この投資により年間生産能力が現在の数倍に拡大し、年間数百万枚規
模の大型パネル供給が可能になると予測しています。これにより、4K/8Kテレビや高性
能ゲーミングモニターといった高付加価値製品へのQD-OLEDの採用が加速すると見込
まれます。

背景・業界文脈

ディスプレイ市場では、高画質化と省エネルギー化を求める声が強まっており、QD-

OLEDはその両方を実現する有望な技術として注目されています。特に、中国や台湾の
メーカーがOLED技術への投資を強化する中、サムスンディスプレイは量子ドット技術
との融合によって差別化を図り、技術的優位性を維持する戦略を明確にしています。同
社のこの動きは、プレミアムディスプレイ市場におけるリーダーシップを確固たるもの
にし、競合他社に対する大きなアドバンテージを築くためのものです。過去数年間で
QD-OLED技術は目覚ましい進歩を遂げ、色再現性や耐久性が向上し、コスト効率も改
善されつつあります。



今後の展望

サムスンディスプレイのこの大規模投資は、サプライチェーン全体に波及効果をもたら
し、量子ドット材料、OLED発光材料、製造装置メーカーにとって新たなビジネスチャ
ンスを創出します。2027年の市場支配という目標達成に向けて、同社は技術開発と生産
効率の向上を加速させる方針です。これにより、消費者はより高品質で革新的なディス
プレイ製品を享受できるようになり、ディスプレイ技術の未来が大きく前進することが
期待されます。また、この投資は、QD-OLEDが次世代ディスプレイ技術の主流として
確立される上で決定的な役割を果たすでしょう。

元記事: https://www.thelec.net/news/articleView.html?idxno=13206

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.thelec.net/news/articleView.html?idxno=13206


#19 グラフェニアが欧州でウェハー規模グラフェン新生産
施設を発表、半導体・電子部品応用を加速

概要

グラフェン大手Grapheneaは、欧州にウェハー規模のグラフェン生産施設を新設する
と発表しました。この新施設は、高品質グラフェンの大量供給を可能にし、半導体、
センサー、フレキシブルエレクトロニクスなどの先端電子部品分野への応用を大幅に

加速させるでしょう。これにより、グラフェンベースの製品開発と市場投入が一段と
進むと期待されています。

公開日 2026年08月16日  Graphenea Press Release  欧州



詳細

主要成果

グラフェニア社は、欧州における新しいウェハー規模グラフェン生産施設の設立を発表
しました。この戦略的な動きは、高品質グラフェンの大量供給能力を劇的に向上させ、
特に半導体や先端電子部品分野におけるグラフェン材料の商業的応用を加速させる画期
的な一歩となります。

技術・臨床詳細

新設される施設は、最新の化学気相成長（CVD）技術と独自のプロセス最適化を組み合
わせることで、均一性の高いウェハーサイズグラフェンを効率的に製造します。従来の
生産方法と比較して、製造コストを削減し、生産量を増やすことが見込まれています。
これにより、8インチおよび12インチのシリコンウェハーに対応可能な高品質グラフェ
ンが安定的に供給され、次世代半導体デバイス、高速トランジスタ、透明導電膜、そし
て高感度センサーなど、幅広い電子部品への統合が容易になります。特に、CVDグラフ
ェンの欠陥密度を低減し、キャリア移動度を向上させるための新たなプロセス改善が導
入される予定です。

背景・業界文脈

グラフェンは、その卓越した導電性、機械的強度、透明性から「奇跡の材料」として期
待されてきましたが、大規模かつ高品質な生産が長年の課題でした。特に半導体業界で
は、シリコンベースのデバイスの限界が近づく中、グラフェンが次世代材料の有力候補
とされています。グラフェニア社の今回の発表は、この生産課題を克服し、グラフェン
が研究室レベルから産業規模の応用へと移行するための重要なマイルストーンとなりま
す。欧州委員会もグラフェン研究に多額の投資を行っており、今回の施設設立はその流
れに沿ったものです。



今後の展望

この新生産施設は、欧州のグラフェンエコシステムを強化し、地域全体の技術革新を牽
引する中心的な役割を果たすでしょう。グラフェニア社は、この能力を活用して、半導
体メーカーや電子デバイス開発企業との提携をさらに深め、グラフェンベース製品の市
場投入を加速させる計画です。これにより、グラフェンがコンピューティング、通信、
IoTデバイスなど、多岐にわたる分野で革新的なソリューションを提供する日がより現
実的になります。長期的には、グラフェンが半導体産業の新たな成長ドライバーとな
り、既存技術の性能を大きく上回る新製品の創出を促すことが期待されます。

元記事: #

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#21 OCSiAl、2026年第2四半期は堅調な財務結果、CNT応
用分野の成長を強調

概要

カーボンナノチューブ（CNT）製造の主要企業であるOCSiAlは、2026年第2四半期の堅
調な財務結果を発表し、特にCNTの幅広い産業応用分野での著しい成長を強調しまし
た。同社は、バッテリー、自動車、建設、エレクトロニクスなどの主要セクターで

CNT製品の採用が加速していると報告しており、これが収益増加に貢献しています。
この結果は、高性能ナノ材料としてのCNTの商業的実現可能性が着実に高まっている
ことを示しています。

公開日 2026年08月17日  OCSiAl Investor Relations  ルクセンブルク



詳細

主要成果

カーボンナノチューブ（CNT）のリーディングカンパニーであるOCSiAlは、2026年第2

四半期（4月～6月）において堅調な財務結果を発表しました。同社は特に、バッテリ
ー、自動車、建設、エレクトロニクスといった主要な産業応用分野におけるCNT製品の
需要拡大と売上成長を強調しており、ナノ材料市場における同社の強力な地位を再確認
しました。

技術・臨床詳細

OCSiAlは、単層カーボンナノチューブ（SWCNT）を工業規模で生産する技術を確立し
ており、その製品は導電性、機械的強度、熱伝導率の向上を目的として様々な材料に添
加されます。第2四半期の成長は、特に電気自動車（EV）用リチウムイオンバッテリー
のアノード・カソード材料へのCNT添加剤の採用拡大が大きく貢献しました。これによ
り、バッテリーのエネルギー密度とサイクル寿命が向上し、充電時間が短縮されるとい
う具体的な性能改善が実現しています。また、航空宇宙、建設資材、複合材料分野での
新規プロジェクト獲得も、今回の好業績を支える要因となりました。同社は、独自の

Tube-based Graphene®技術により、高品質CNTを競合他社よりも低コストで提供でき
ると説明しています。

背景・業界文脈

高性能材料への需要は、世界的なEVシフト、持続可能なインフラ開発、先端エレクトロ
ニクスの進化に伴い、飛躍的に増加しています。カーボンナノチューブは、その独特な
特性から、これらの課題に対するソリューションとして大きな期待が寄せられています
が、製造コストとスケーラビリティが普及のボトルネックとなっていました。OCSiAl

は、この課題を克服し、市場をリードする生産能力と技術力を持つ数少ない企業の一つ
です。今回の財務結果は、ナノ材料がニッチな研究段階から主流の産業応用へと移行し
ていることを明確に示唆しており、投資家や業界関係者にとってCNT市場の成長性を再
評価する機会となります。



今後の展望

OCSiAlは、今後の戦略として、既存市場でのシェア拡大に加え、新たな応用分野への進
出を加速させる方針です。特に、スマートテキスタイル、医療機器、水処理膜などの高
付加価値市場への参入を目指しています。また、グローバルな販売網をさらに強化し、
パートナーシップを通じて顧客ベースを拡大することで、持続的な成長を確実にする計
画です。今回の好調な業績は、CNT技術の成熟と市場浸透の加速を示しており、今後数
年間でOCSiAlがナノ材料業界の主要プレーヤーとしての地位をさらに盤石にするものと
期待されます。

元記事: #

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#22 EU委員会、持続可能なナノセルロース研究に新規資
金提供イニシアチブを発表

概要

欧州委員会は、持続可能なナノセルロース研究を支援するための新たな資金提供イニ
シアチブを発足させたと発表しました。このプログラムは、バイオベースのナノ材料
の開発と産業応用を加速させることを目的としており、環境負荷の低い次世代材料の

創出を推進します。特に、循環型経済への貢献と、化石資源依存からの脱却を目指す
戦略的な取り組みです。

公開日 2026年08月19日  European Commission News  EU (欧州)



詳細

主要成果

欧州委員会は、持続可能なナノセルロースの研究開発を強力に推進するための新たな資
金提供イニシアチブを立ち上げました。このプログラムは、持続可能なバイオベースの
ナノ材料の革新と商業化を加速させ、欧州のグリーン経済への移行を支援することを目
的としています。

技術・臨床詳細

今回の資金提供は、主にナノセルロースの生産プロセスの最適化、新たな応用分野の探
索、そしてそのライフサイクル全体における環境影響評価に焦点を当てます。ナノセル
ロースは、木材パルプなどの植物由来バイオマスから得られるナノスケールの繊維であ
り、軽量、高強度、高表面積、生分解性といった優れた特性を持ちます。研究は、自動
車部品、パッケージング、医療用材料、スマートテキスタイル、そして建設資材など、
多岐にわたる産業でのナノセルロースの利用拡大を目指します。具体的には、生産効率
を向上させる新しい精製技術や、複合材料におけるナノセルロースの分散性を改善する
表面改質技術などが支援対象となります。このイニシアチブは、年間で数百万ユーロ規
模の研究費が複数プロジェクトに配分される予定です。

背景・業界文脈

欧州連合（EU）は、2050年までのカーボンニュートラル達成を目指す「欧州グリーン
ディール」の下、バイオエコノミーと循環型経済の推進を重視しています。ナノセルロ
ースは、化石資源由来の材料に代わる持続可能な代替品として、その可能性が広く認識
されています。しかし、生産コスト、スケーラビリティ、特定の応用における性能最適
化が課題として残っていました。今回の資金提供イニシアチブは、これらの課題を解決
し、ナノセルロースが市場に本格的に普及するための重要な後押しとなります。これに
より、欧州はナノセルロース技術の研究開発において国際的なリーダーシップを確立す
ることを目指しています。



今後の展望

この資金提供イニシアチブは、ナノセルロース分野における革新的な研究プロジェクト
を刺激し、学術界、産業界、中小企業間の連携を強化するでしょう。結果として、より
効率的で環境に優しいナノセルロース生産技術が開発され、高性能かつ持続可能な製品
が市場に投入されることが期待されます。長期的には、ナノセルロースがプラスチック
や金属などの従来の材料の一部を代替し、欧州の産業におけるサステナビリティ目標達
成に大きく貢献するとともに、新たな雇用創出と経済成長にも寄与する可能性を秘めて
います。

元記事: #

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#23 First Graphene、年間100トン生産能力で工業用グラ
フェン「PureGRAPH」の商業化を加速、欧州・英国で
REACH登録完了

概要

オーストラリアの先端材料企業First Grapheneは、年間100トンの生産能力を持つ

「PureGRAPH」製品ラインナップにより、工業規模でのグラフェン市場投入を加速し
ています。同社は、グラフェン製品の産業用途への適用におけるギャップを埋めるこ
とを目指しており、粉末、水性分散液、カスタマイズ分散液、マスターバッチなど多

様な形態で供給しています。特に、欧州連合および英国におけるREACH登録、ならび
にオーストラリアの産業化学品フレームワークでの承認は、国際市場へのアクセスを
確保する上で重要な成果です。これにより、グラフェンの広範な商業利用に向けた信

頼性と規制対応が強化されます。

公開日 2026年08月21日  Proactive  オーストラリア



詳細

主要成果

First Grapheneは、年間100トンという大規模なグラフェン生産能力を確立し、同社の
PureGRAPH製品の工業規模での商業化を積極的に推進しています。このオーストラリア
の先端材料企業は、グラフェンの持つ大きな可能性と実際の産業用途との間のギャップ
を埋めることに注力しており、欧州連合および英国でのREACH登録とオーストラリアで
の産業化学品フレームワーク承認という重要な規制マイルストーンを達成しました。

技術・臨床詳細

First Grapheneの主力製品であるPureGRAPHは、高純度グラフェン製品であり、粉末、
水性分散液、カスタマイズされた分散液、およびマスターバッチといった多様な形態で
供給されています。これにより、顧客は自社の製造プロセスや最終製品の要件に合わせ
て、最適なグラフェン製剤を選択することが可能です。特に、年間100トンという生産
能力は、グラフェン業界ではトップクラスであり、自動車、航空宇宙、建設、バッテリ
ーなどの大規模産業からの需要に応えることができます。REACH登録は、欧州市場での
化学物質の製造および輸入に関する最も厳しい規制の一つであり、これをクリアしたこ
とはPureGRAPH製品の安全性と品質が国際基準を満たしていることを示しています。

背景・業界文脈

グラフェンは「夢の素材」として知られ、その優れた強度、導電性、軽量性により、
様々な産業分野での革新が期待されています。しかし、高品質なグラフェンの大規模生
産と、各産業用途への最適な統合方法の確立が長年の課題でした。多くの企業が小規模
な研究開発にとどまる中、First Grapheneは、堅牢な製造プロセスと厳格な品質管理体
制を構築することで、この商業化の障壁を打ち破ろうとしています。グラフェンを実際
に製品に組み込むためには、単なる素材提供だけでなく、用途に応じたカスタマイズと
分散技術が不可欠であり、同社の提供する多様な製品形態がそのニーズに応えていま
す。



今後の展望

First Grapheneが達成したREACH登録や大規模生産能力は、グラフェン市場の成熟と拡
大を象徴するものです。これにより、自動車部品の軽量化、建築材料の強度向上、次世
代バッテリーの性能改善、さらには難燃性コーティングなど、幅広い産業分野でのグラ
フェン応用が加速する見込みです。同社は、今後もグローバルな産業パートナーシップ
を強化し、グラフェン技術が持続可能な未来社会の実現に貢献できるよう、製品ポート
フォートと技術ソリューションを拡充していく計画です。高品質グラフェンの安定供給
と規制対応は、新たな市場創出と既存製品の高性能化を促し、グラフェン産業全体の成
長を牽引するでしょう。

元記事: https://www.proactiveinvestors.com/companies/news/1097321/first-graphene-targets-the-gap-

between-graphene-s-promise-and-industrial-scale-use-1097321.html

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.proactiveinvestors.com/companies/news/1097321/first-graphene-targets-the-gap-between-graphene-s-promise-and-industrial-scale-use-1097321.html
https://www.proactiveinvestors.com/companies/news/1097321/first-graphene-targets-the-gap-between-graphene-s-promise-and-industrial-scale-use-1097321.html


#24 米国ナノテクノロジー企業Axoftが超軟性脳インプラ
ントで5500万ドル、Peel Therapeuticsが抗がんナノ粒子
で2000万ドルのシリーズA資金調達

概要

2026年4月1日から5月31日までの期間、米国ナノテクノロジー分野でAxoftとPeel

Therapeuticsが大型のシリーズA資金調達を完了しました。Axoftは、脳活動記録と神経
疾患治療を目的とした超軟性脳インプラント技術に対し、5500万ドルを調達しまし
た。一方、Peel Therapeuticsは、がん治療を標的とした抗がんタンパク質ナノ粒子技

術で2000万ドルを獲得しました。これらの資金調達は、高インパクトな医療分野にお
けるナノテクノロジーの商業的・臨床的潜在能力への投資家の強い関心を示していま
す。

公開日 2026年08月13日  Acquirezy  アメリカ



詳細

主要成果

2026年4月から5月の期間において、米国のナノテクノロジー分野で2社のスタートアッ
プ企業が合計7500万ドル（約100億円）規模のシリーズA資金調達を完了しました。
Axoftは、超軟性脳インプラント技術で5500万ドルを、Peel Therapeuticsは抗がんタンパ
ク質ナノ粒子技術で2000万ドルをそれぞれ調達し、ナノメディシンとバイオエレクトロ
ニクスの革新が加速しています。

技術・臨床詳細

Axoftが開発している超軟性脳インプラントは、脳活動の精密な記録を可能にし、神経
疾患の診断と治療をサポートすることを目指しています。既存の硬い電極と比較して、
脳組織への損傷を最小限に抑え、長期的な生体適合性を向上させることが期待されま
す。この技術は、パーキンソン病、てんかん、アルツハイマー病などの神経変性疾患や
神経精神疾患の治療に新たな道を開く可能性を秘めています。Peel Therapeuticsの抗が
んタンパク質ナノ粒子は、特定のがん細胞を標的とし、従来の化学療法と比較して副作
用を軽減しつつ、治療効果を高めることを目指しています。ナノ粒子は薬剤を効率的に
腫瘍部位に送達し、正常細胞への曝露を最小限に抑えることで、より安全で効果的なが
ん治療を提供できる可能性があります。

背景・業界文脈

近年、ナノテクノロジーは医療分野、特に薬剤送達、診断、インプラント技術において
革命的な進歩を遂げています。超軟性脳インプラントは、脳・機械インターフェース
（BMI）の分野で大きな注目を集めており、脳信号を高精度で捕捉・刺激することで、
麻痺患者の機能回復や神経疾患の症状緩和に貢献することが期待されています。一方、
がん治療におけるナノ粒子利用は、標的療法の精度を高め、個別化医療の実現に向けた
重要なアプローチとして研究開発が進められています。これらの分野は、未だ満たされ
ていない医療ニーズが大きく、高い成長潜在力を持つため、ベンチャーキャピタルから
の投資が活発です。



今後の展望

今回のシリーズA資金調達は、AxoftとPeel Therapeuticsが臨床開発を加速し、技術をさ
らに成熟させるための重要なステップとなります。Axoftの脳インプラントは、将来的
には脳疾患の早期診断、リアルタイムモニタリング、およびより効果的な神経刺激治療
に応用される可能性があります。Peel Therapeuticsのナノ粒子療法は、様々な種類のが
んに対する新しい治療選択肢を提供し、患者の生活の質を向上させることが期待されま
す。これらのナノテクノロジーに基づく革新は、医療の未来を形作る上で不可欠な役割
を果たすと見られています。

元記事: https://castleplacement.com/top-10-nanotech-capital-raises-and-investors-in-the-u-s-april-1st-

may-31st-2026/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#25 ナノテクノロジーがバイオテック分野を再活性化、薬
剤送達や診断、がん治療に革新をもたらす

概要

バイオテクノロジー分野は、ナノテクノロジーを含む複数の革新的技術の登場により
再び大きな注目を集めています。特にナノ粒子とナノキャリアは、薬剤の体内標的送
達や新規診断ツールの開発、さらにはがんなどの難治性疾患に対する革新的な治療法

の実現に不可欠な役割を担っています。ゲノム編集技術や合成生物学の進展も相まっ
て、これからのバイオテクノロジーは、医療、農業、産業の様々な分野にわたる未曽
有のイノベーションを創出すると期待されています。

公開日 2026年08月19日  Facebook Post  不明



詳細

主要成果

ナノテクノロジーは、薬剤送達システム、診断ツール、およびがんを含む様々な疾患に
対する革新的な治療法の開発において、バイオテクノロジー分野に新たな活力を与え、
再び大きな注目を集める要因となっています。ナノ粒子およびナノキャリア技術の進化
は、分子レベルでの精密な操作を可能にし、従来の医療アプローチでは困難だった課題
の解決に貢献しています。

技術・臨床詳細

ナノ粒子は、その微細なサイズ（通常1〜100ナノメートル）により、生体内で特異的な
標的細胞や組織に薬剤を効率的に送達するキャリアとして機能します。これにより、薬
剤の全身曝露を減らし、副作用を抑制しつつ、治療効果を最大化することが可能です。
例えば、がん治療においては、ナノ粒子が腫瘍組織の血管透過性亢進・滞留効果（EPR
効果）を利用して薬物を集中させたり、表面修飾により特定の分子マーカーを持つがん
細胞のみを標的とすることができます。診断分野では、高感度なバイオセンサーやイメ
ージングプローブとして応用され、疾患の早期発見や進行状況の精密なモニタリングに
貢献します。さらに、ゲノム編集技術（CRISPRなど）や合成生物学とナノテクノロジー
が融合することで、遺伝子レベルでの疾患治療や細胞機能の再設計など、より高度な医
療応用が期待されています。

背景・業界文脈

バイオテクノロジーは、21世紀の主要な科学技術分野の一つとして期待されてきました
が、特に近年、その技術が臨床応用や商業化の段階に進むにつれて再び投資家や産業界
の関心が高まっています。ナノテクノロジーは、バイオテクノロジーが直面する多くの
技術的障壁、例えば、薬剤の低い生体利用効率、非特異的な毒性、診断の感度不足など
を克服するための鍵となる技術です。両分野の融合は、個別化医療、再生医療、精密医
療といった次世代医療の実現に不可欠な要素と位置付けられています。



今後の展望

ナノテクノロジーの進展は、バイオテクノロジーの可能性を飛躍的に拡大させ、今後数
十年間にわたる医療、環境、エネルギー分野の革新を推進するでしょう。特に、人工知
能（AI）との融合により、ナノ粒子の設計や最適化が加速され、より高度な標的機能や
スマートな応答性を持つナノシステムが開発されることが期待されます。これにより、
難治性疾患の根治療法や予防法の開発が加速し、人々の健康と生活の質の向上に大きく
貢献する未来が描かれています。

元記事: https://www.facebook.com/61586695192072/posts/biotech-is-starting-to-pick-up-attention-

againtake-a-closer-look-at-whats-buildi/122135696121223173/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#26 Acquirezyが米国ナノテクノロジー資金調達・M&A
動向を報告、National Science Foundationが147ラウン
ドで最も活発な投資家に

26_Acquirezyが米国ナノテクノロジー資金調達・M&A動向を報告、National Science

概要

Acquirezyは、米国のナノテクノロジー分野におけるM&A、資金調達ラウンド、および

主要投資家の動向に関する最新情報を報告しています。National Science Foundation

（NSF）が、147ラウンドという圧倒的な件数で最も活発な投資家として特定されまし
た。注目すべき企業としては、Ilika、Coreshell Technologies、Zentekなどが挙げられ

ており、ナノテクノロジー分野への継続的な投資と成長を示唆しています。この情報
は、業界の戦略的動向と将来の機会を理解する上で重要です。

公開日 日付不明  Acquirezy  アメリカ



詳細

主要成果

Acquirezyの最新報告によると、米国のナノテクノロジー分野において、National

Science Foundation（NSF）が147ラウンドもの投資実績を誇り、最も活発な投資家とし
て際立っています。これは、政府機関が基礎研究から応用研究、そして商業化の初期段
階に至るまで、ナノテクノロジーイノベーションの育成に深く関与していることを示し
ています。また、Ilika、Coreshell Technologies、Zentekといった企業が、この分野での
注目企業として挙げられ、継続的なM&A活動や資金調達が業界の成長を牽引している
ことが強調されています。

技術・臨床詳細

この報告は、ナノテクノロジー分野における広範な技術領域への投資動向を反映してい
ます。例えば、Ilikaは主に固体電池技術に焦点を当てており、Coreshell Technologiesは
バッテリー材料の保護コーティング技術を開発しています。Zentekはグラフェンベース
の材料技術を多岐にわたる用途に展開しています。これらの企業への投資は、エネルギ
ー貯蔵、高性能材料、医療、防衛といった戦略的に重要な分野でのナノテクノロジーの
応用が期待されていることを示唆しています。NSFのような公的機関からの資金提供
は、特にリスクの高い初期段階の研究開発を支援し、民間投資が参入しやすくなるよう
な基盤を築く上で不可欠な役割を果たしています。

背景・業界文脈

ナノテクノロジーは、その学際的な性質から、生命科学、物理学、化学、工学の境界を
横断する革新を促進しています。米国政府は、国家安全保障、経済競争力、および国民
の福祉の向上を目的として、ナノテクノロジー研究開発に長年多大な投資を行ってきま
した。NSFは、学術機関や新興企業への助成を通じて、基礎研究から商業化に至るエコ
システム全体を支援する主要な役割を担っています。これにより、画期的な技術が市場
に投入されるまでのギャップが埋められ、米国の技術的優位性の維持に貢献していま
す。



今後の展望

ナノテクノロジー分野への継続的な投資と活発なM&A活動は、今後も技術革新と産業
成長を加速させるでしょう。NSFのような公的機関による長期的な支援は、民間部門の
リスクテイクを促し、より多くのベンチャーキャピタルがこの分野に参入する土壌を提
供します。これにより、次世代のバッテリー技術、より効率的な医療診断・治療法、高
性能なセンサーなど、社会に大きな影響を与えるであろう新たなナノテクノロジー製品
やサービスが次々と生まれることが期待されます。投資家は、これらの動向を注視する
ことで、将来有望な成長機会を見出すことができるでしょう。

元記事: https://acquirezy.com/sector/nanotechnology

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://acquirezy.com/sector/nanotechnology


#28 Black Diamond Structures、高アスペクト比CNT技術
でリチウムイオン電池と鉛蓄電池の充電速度と寿命を向上

概要

Black Diamond Structures（BDS）は、高アスペクト比カーボンナノチューブ（CNT）
を電池電極材料に統合する革新的な技術を開発し、リチウムイオン電池と鉛蓄電池の
性能を大幅に向上させました。この技術は、電極内に導電経路と機械的補強を提供す

ることで、より速い充電、長い電池寿命、そして既存の製造プロセスとの高い適合性
を実現します。BDSはCNTを個別に分離・保護し、用途に応じた製剤で均一に分散さ
せることに成功しており、次世代バッテリー開発に貢献しています。

公開日 2026年08月15日  Black Diamond Structures  アメリカ



詳細

主要成果

Black Diamond Structures (BDS)は、高アスペクト比のカーボンナノチューブ（CNT）を
電池電極材料に組み込む独自の技術を開発し、リチウムイオン電池と鉛蓄電池の両方で
性能の飛躍的な向上を実現しました。この革新により、電池の充電速度が向上し、寿命
が延長されるとともに、既存の電池製造プロセスへの適合性も確保されるという重要な
成果が得られています。

技術・臨床詳細

BDSの技術の中核は、高アスペクト比CNTを個別に分離し、表面を保護し、最終的に用
途に応じた適切な製剤で電極材料中に均一に分散させる能力にあります。従来のCNTの
課題は、凝集しやすく、均一な分散が難しい点でしたが、BDSはこの問題を克服しまし
た。CNTは電極材料の内部に効率的な導電経路を形成し、電子伝導性を劇的に向上させ
ます。これにより、電池の内部抵抗が低減され、充電時に発生する熱が抑制され、結果
として充電速度が向上します。また、CNTの機械的補強効果は、充放電サイクル中に発
生する電極材料の膨張・収縮による劣化を抑制し、電池のサイクル寿命を大幅に延長し
ます。BDSのCNTは、リチウムイオン電池のアノードやカソードだけでなく、鉛蓄電池
の電極にも適用可能であり、幅広い種類のバッテリーの高性能化に貢献します。

背景・業界文脈

バッテリー技術は、電気自動車（EV）の普及、再生可能エネルギー貯蔵、およびポータ
ブル電子機器の進化に不可欠です。しかし、既存のバッテリー技術は、充電時間、寿
命、エネルギー密度、コストといった点で未だ課題を抱えています。カーボンナノチュ
ーブは、その卓越した導電性、強度、軽さから、次世代バッテリー材料として大きな期
待が寄せられてきました。BDSの技術は、CNTの産業規模での利用における主要な障壁
であった「均一分散」の問題を解決することで、高性能バッテリー開発を現実のものと
します。これは、バッテリー業界が持続可能性と性能の両立を追求する中で、極めて重
要な進歩と言えます。



今後の展望

BDSの高アスペクト比CNT技術は、リチウムイオン電池と鉛蓄電池の性能向上に直接貢
献し、EVの航続距離延長や充電インフラの効率化、家庭用・産業用蓄電システムの改善
に寄与するでしょう。同社は、既存のバッテリー製造プロセスに容易に組み込めるソリ
ューションを提供することで、急速な市場導入を目指しています。将来的には、この
CNT技術が、エネルギー密度と寿命がさらに向上した革新的なバッテリーの開発を加速
させ、クリーンエネルギー社会への移行を強力に後押しすることが期待されます。BDS

は、CNT市場におけるリーディングカンパニーとしての地位を確立し、バッテリー業界
の新たなスタンダードを築く可能性を秘めています。

元記事: https://www.blackdiamond-structures.com/carbon-nanotubes/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.blackdiamond-structures.com/carbon-nanotubes/


#29 ナノ毒性学、複雑な特性評価と規制の課題に直面しつ
つ、ナノ材料の安全な応用に向けた試験プロトコル標準化
と3Dモデリングを提唱

概要

ナノテクノロジーの急速な進展により、人工ナノ粒子への暴露が増加し、そのヒト、

動物、生態系への潜在的影響がナノ毒性学の新たな課題となっています。この分野
は、複雑な物理化学的特性評価、暴露評価の困難さ、動的な生物学的相互作用、およ
び規制のギャップという多層的な課題に直面しています。これらの課題に対処するた

め、研究者らは試験プロトコルの標準化、先進的な3D in vitroおよびin silicoモデリン
グの採用、そして「より安全な設計（Safe-by-Design）」原則の厳格な実施を提唱し
ています。

公開日 2026年08月18日  MDPI  スイス



詳細

主要成果

ナノテクノロジーの飛躍的な進歩に伴い、人工ナノ粒子への意図的および非意図的な暴
露が社会的に増加しており、その結果として、ヒトの健康、動物、そして生態系全体へ
の潜在的な有害影響が喫緊の課題として浮上しています。この状況に対応するため、
「ナノ毒性学」という新たな研究分野が進化を遂げていますが、現在、ナノ材料の安全
な応用を確実にするための複数の複雑な課題に直面しています。

技術・臨床詳細

ナノ毒性学が直面する主要な課題は、ナノ粒子の特異な物理化学的特性評価の複雑さ、
生体環境下での暴露評価の困難さ、そして生体システムとの動的かつ複雑な相互作用の
解明です。さらに、ナノ材料の安全性評価に関する規制フレームワークのギャップも大
きな問題となっています。これらの課題を克服するために、専門家はいくつかの革新的
な解決策を提案しています。これには、ナノ材料の毒性試験に関する国際的なプロトコ
ルの標準化が含まれ、これにより試験結果の再現性と比較可能性が向上します。また、
生体内の複雑な環境をより忠実に再現できる高度な3D in vitro（試験管内）モデルや、
計算科学に基づいたin silico（コンピュータシミュレーション）モデリング技術の採用
も推奨されています。さらに、「より安全な設計（Safe-by-Design）」原則の実施は、
製品開発の初期段階から安全性側面を統合することで、潜在的なリスクを未然に防ぐア
プローチです。

背景・業界文脈

ナノテクノロジーは、医療、エレクトロニクス、エネルギー、環境修復など多岐にわた
る分野で革命的な応用をもたらす可能性を秘めています。しかし、その一方で、ナノス
ケールの材料が生物学的システムとどのように相互作用するかについては、まだ十分に
理解されていない側面が多く存在します。例えば、特定のナノ粒子は細胞膜を容易に通
過し、DNA損傷、炎症反応、酸化ストレスを引き起こす可能性があります。過去にアス
ベストなどの微細粒子がもたらした健康被害の教訓から、ナノ材料の安全性評価は、そ
の商業化と社会受容性にとって不可欠な要素となっています。国際的な研究機関や規制
機関は、これらのリスクを管理し、ナノテクノロジーの持続可能な発展を支援するため
の枠組みを構築しようと努めています。



今後の展望

ナノ毒性学の進化は、ナノテクノロジー製品の安全なイノベーションを保証するための
基盤を築きます。試験プロトコルの標準化と先進的なモデリング技術の導入により、ナ
ノ材料の毒性評価はより効率的かつ正確になるでしょう。特に「より安全な設計」アプ
ローチは、将来的に市場に投入されるナノ製品が、その設計段階からヒトと環境に対す
るリスクが最小化されるようにすることを可能にします。これにより、ナノテクノロジ
ーの経済的および社会的利益を最大化しつつ、潜在的な健康・環境リスクを効果的に管
理するバランスの取れた発展が期待されます。この分野への継続的な研究投資は、ナノ
材料の安全かつ責任ある利用のためのグローバルな合意形成を促進することにも繋がる
でしょう。

元記事: https://www.mdpi.com/2079-4991/16/16/1020

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2079-4991/16/16/1020


#30 マンチェスター大学の研究者がグラフェン品質測定の
国際標準ISO/TS 21356-2の基礎となる透過型電子顕微鏡
プロトコルを開発

概要

マンチェスター大学のNational Graphene Instituteの研究者らが、英国国立物理学研究

所と15の国際パートナーラボと協力し、透過型電子顕微鏡（TEM）を用いたグラフェ
ン品質測定の厳格な新プロトコルを開発しました。この画期的な成果は、2026年に発
行予定のISO/TS 21356-2国際標準の基礎を形成します。この標準化は、グラフェン材

料の信頼性を飛躍的に高め、広範な産業分野での応用と商業化を強力に促進すること
が期待されています。

公開日 2026年08月18日  Facebook (Science Engineering & Technology)  イギリス



詳細

主要成果

マンチェスター大学のNational Graphene Instituteに所属する科学者たちは、英国国立物
理学研究所（NPL）および15の国際的なパートナー研究機関と連携し、透過型電子顕微
鏡（TEM）を用いたグラフェン品質測定のための画期的な新プロトコルを開発しまし
た。この成果は、2026年の発行が予定されているISO/TS 21356-2国際標準の基盤を確立
するものであり、グラフェン材料の商業化において極めて重要なマイルストーンとなり
ます。

技術・臨床詳細

開発されたプロトコルは、グラフェンシートの層数、欠陥密度、結晶構造といった主要
な品質パラメータを、ナノメートルレベルの解像度で高精度に評価することを可能にし
ます。透過型電子顕微鏡は、グラフェンシートの原子レベルの構造を直接観察できる強
力なツールですが、その測定結果の解釈や標準化には高い専門性と統一された手法が求
められます。この新プロトコルは、世界中の研究機関が同一の方法でグラフェン品質を
評価できるよう、詳細な手順と基準を確立しました。これにより、異なるサプライヤー
からのグラフェン材料の品質を客観的に比較・検証することが可能になり、グラフェン
を用いた製品開発における不確実性が大幅に低減されます。

背景・業界文脈

グラフェンは、その驚異的な特性（高い導電性、強度、透明性など）から「夢の素材」
と称され、エレクトロニクス、エネルギー、複合材料、医療など、幅広い分野での応用
が期待されています。しかし、高品質なグラフェンの安定供給と、その品質を客観的に
評価する標準的な手法の欠如が、長らく商業化の大きな障壁となっていました。多くの
企業が「グラフェン」を謳う製品を販売する中で、その品質が不明瞭なため、業界全体
の信頼性が損なわれるリスクがありました。今回の国際標準の策定は、この課題を克服
し、グラフェン市場の健全な発展を促進するための不可欠なステップです。



今後の展望

ISO/TS 21356-2国際標準の導入は、グラフェン産業に多大な影響を与えるでしょう。ま
ず、品質標準化により、サプライヤーとユーザー間の信頼関係が強化され、グラフェン
材料のサプライチェーンがより透明かつ効率的になります。これにより、研究開発から
製品製造までの時間が短縮され、グラフェンベースの革新的な製品がより迅速に市場に
投入されることが期待されます。具体的には、高性能センサー、次世代バッテリー、軽
量複合材料、フレキシブルエレクトロニクスなどの分野で、グラフェンの実用化が加速
するでしょう。マンチェスター大学とその国際パートナーによるこの貢献は、グラフェ
ンが持つ無限の可能性を解き放ち、持続可能な社会の実現に向けた技術革新を強力に推
進する基盤を築きます。

元記事: https://www.facebook.com/groups/1008908201222470/posts/1279435634169724/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/groups/1008908201222470/posts/1279435634169724/


#31 Forge Nanoがノースカロライナ州に年間3GWhの
「アメリカのバッテリーギガファクトリー」を着工、米国
防衛サプライチェーンを強化

概要

Forge Nanoは、米国ノースカロライナ州モリスビルに、年間最大3GWhの国内バッテ

リー製造能力を持つ「アメリカのバッテリーギガファクトリー」を着工しました。こ
のプロジェクトは、米国防衛サプライチェーンを強化し、重要鉱物およびバッテリー
の国内生産を加速することを目的としています。米国エネルギー省から最大1億ドルの

非希薄化資金の支援を受け、Samsung SDIとの戦略的提携も発表されており、これに
より米国はエネルギー安全保障と国内製造能力の大幅な向上を目指します。

公開日 2026年08月19日  Fidelity Investments (PR Newswire)  アメリカ



詳細

主要成果

Forge Nanoは、米国ノースカロライナ州モリスビルに、年間最大3GWhのバッテリーを
生産できる「アメリカのバッテリーギガファクトリー」の建設を開始しました。この大
規模な新施設は、米国防衛サプライチェーンの強化と、バッテリーおよび重要鉱物の国
内生産能力拡大という国家的な目標達成に不可欠な役割を果たすことが期待されていま
す。

技術・臨床詳細

このギガファクトリーは、Forge Nanoが特許を持つ原子層堆積（ALD）技術を応用し、
高性能バッテリー材料の生産を最適化します。ALD技術は、バッテリー電極材料の表面
に超薄膜を均一にコーティングすることで、電池のエネルギー密度、安全性、サイクル
寿命を大幅に向上させることができます。年間3GWhという生産能力は、約5万台の電気
自動車に電力を供給できる規模に相当し、軍事用途から民生用途まで幅広い需要に対応
可能です。このプロジェクトは、米国エネルギー省（DOE）から最大1億ドル（約140億
円）の非希薄化資金（株式希薄化を伴わない資金提供）による支援を受けており、技術
革新と国内製造への政府の強いコミットメントを示しています。さらに、Samsung SDI
との戦略的提携は、先端バッテリー技術の共同開発と市場導入を加速させ、グローバル
な競争力を強化することを目的としています。

背景・業界文脈

世界的に電気自動車（EV）市場が拡大し、再生可能エネルギーの導入が進む中で、高性
能バッテリーの安定供給は経済安全保障上の喫緊の課題となっています。特に、バッテ
リーサプライチェーンにおける中国への高い依存度は、米国政府にとって戦略的な懸念
事項であり、国内でのバッテリー生産能力の確立は最優先事項です。米国政府は、
CHIPS法やインフレ削減法などの政策を通じて、半導体やバッテリーといった重要産業
の国内製造を強力に支援しており、今回のForge Nanoのギガファクトリーはその施策の
一環として位置づけられます。



今後の展望

「アメリカのバッテリーギガファクトリー」の稼働は、米国におけるバッテリー製造エ
コシステムを劇的に強化し、国防総省が必要とする高性能バッテリーの国内供給を安定
させるでしょう。これにより、米国はエネルギー安全保障を向上させるとともに、次世
代バッテリー技術の開発と商業化におけるリーダーシップを強化します。Forge Nanoと
Samsung SDIの提携は、技術的なシナジーを生み出し、ALD技術を適用したバッテリー
が、EV、防衛、航空宇宙、蓄電システムなど、様々な分野で新たなスタンダードを確立
する可能性を秘めています。このギガファクトリーは、単なる生産拠点にとどまらず、
米国の技術革新と製造業再生の象徴となることが期待されます。

元記事: https://www.fidelity.com/news/article/technology/202608191138PRIMZONEFULLFEED9812862

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.fidelity.com/news/article/technology/202608191138PRIMZONEFULLFEED9812862


#32 Premier Graphene関連会社HGIがNova Grapheneと
合弁事業、高性能グラフェン応用防弾システムを開発へ

概要

Premier Graphene Inc.の関連会社であるHGI Industrial Technologiesが、Nova

Graphene Corp.との戦略的合弁事業を発表しました。この合弁は、最先端のグラフェ
ンおよびナノテクノロジー応用技術を活用し、高性能保護システムの研究開発、製

造、販売を行うことを目的としています。初期開発では、高度な個人用防弾システム
や車両・船舶用防弾ソリューションに焦点が当てられ、防衛産業におけるナノ材料の
応用を大きく進展させることが期待されます。

公開日 2026年08月13日  OTC Markets (GLOBE NEWSWIRE)  アメリカ



詳細

主要成果

Premier Graphene Inc.の関連会社であるHGI Industrial Technologiesは、Nova Graphene

Corp.との間で戦略的合弁事業を締結したことを発表しました。この提携は、最先端の
グラフェンおよびナノテクノロジー応用技術を駆使して、高性能保護システムの研究開
発、製造、および販売を推進することを目的としています。特に、個人用防弾システ
ム、車両用防弾、船舶用防弾ソリューションといった防衛関連製品が初期の製品開発の
対象となります。

技術・臨床詳細

この合弁事業は、グラフェンが持つ卓越した物理的特性、特にその比類のない強度、軽
量性、弾道性能を最大限に活用することを目指しています。グラフェンを複合材料に組
み込むことで、従来の防弾材料よりも軽量で、かつ高いエネルギー吸収能力を持つ新し
いタイプの保護システムが実現可能となります。これにより、兵士の機動性を向上させ
ながら保護レベルを高める個人用防弾ベストや、車両や船舶の装甲を強化しつつ燃料効
率を改善できるソリューションの開発が期待されます。ナノテクノロジーの精密な制御
により、材料の微細構造を最適化し、外部からの衝撃に対する耐性を最大化する設計が
進められるでしょう。

背景・業界文脈

防衛産業では、兵士の生存性と装備の性能向上のため、常に軽量で強靭な材料が求めら
れています。既存のセラミックやアラミド繊維ベースの防弾材料は有効ですが、その重
量やコスト、製造の複雑さが課題となっていました。グラフェンなどのナノ材料は、こ
れらの課題を解決する次世代のソリューションとして大きな注目を集めています。米国
およびカナダの企業によるこの合弁事業は、北米地域における防衛技術革新のニーズに
応えるものであり、先端材料のサプライチェーン強化にも貢献します。政府からの研究
開発助成金や国防契約を通じて、グラフェン技術が防衛分野で実用化される可能性が高
まっています。



今後の展望

HGI Industrial TechnologiesとNova Grapheneの合弁事業は、防衛分野におけるグラフェ
ン応用のフロンティアを拡大する重要な一歩です。初期の製品開発に成功すれば、その
技術は個人用保護具だけでなく、航空宇宙、民間インフラ、スポーツ用品など、より広
範な高強度・軽量材料を必要とする市場へと展開される可能性があります。この提携
は、グラフェン技術が持つ変革的な可能性を現実の製品として具現化し、防衛産業にお
ける安全保障と技術的優位性の両方を強化することに貢献するでしょう。将来的には、
グラフェンベースの保護システムが、防衛装備の新たな標準となることも期待されま
す。

元記事: https://www.otcmarkets.com/stock/BIEI/news/Premier-Graphene-Inc-Announces-Strategic-

Defense-Manufacturing-Expansion-Through-Affiliate-HGI-Industrial-Technologies-J?id=530794

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.otcmarkets.com/stock/BIEI/news/Premier-Graphene-Inc-Announces-Strategic-Defense-Manufacturing-Expansion-Through-Affiliate-HGI-Industrial-Technologies-J?id=530794
https://www.otcmarkets.com/stock/BIEI/news/Premier-Graphene-Inc-Announces-Strategic-Defense-Manufacturing-Expansion-Through-Affiliate-HGI-Industrial-Technologies-J?id=530794

